
● 平成 25 年成人式開催／三春中学校新校舎完成／三春町公共施設整備方針検討委員会最終報告／
　確定申告始まります／井戸水の放射性物質測定／社会を明るくする運動県作文コンテスト優秀賞作品

今、　花ひらく小さな城下町　三春

（写真：平成 25 年成人式 三春交流館「まほら」にて）

夢
と
希
望
に
向
か
っ
て
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１
月
13
日
、
平
成
25
年
三
春
町
成
人
式
が
三

春
交
流
館「
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル
」で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
者
２
０
０
名
（
男
性
１
０
０
名
、
女

性
１
０
０
名
）
全
員
の
名
前
が
地
区
ご
と
に
読

み
上
げ
ら
れ
た
あ
と
、
成
人
者
を
代
表
し
て
総

代
の
渡
辺
亮
太
さ
ん
（
沼
沢
）
に
、
成
人
証
書

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
長
式
辞
の
後
、
来
賓
の
方
々
か
ら

お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
成
人
者
を
代
表

し
て
伊
藤
杏
莉
さ
ん
（
平
沢
）
が
「
日
本
人
と

し
て
の
誇
り
と
責
任
を
持
ち
、
ど
ん
な
困
難
に

ぶ
つ
か
っ
て
も
最
後
ま
で
諦
め
な
い
、
そ
し
て
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
人
間
に
な
っ
て
い

き
た
い
で
す
」
と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
記
念
写
真
の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
ホ
ワ
イ
エ
」
で
は
、
新
成
人

者
が
お
互
い
に
写
真
を
撮
り
合
っ
た
り
、な
つ
か
し
い
友
だ
ち
と
会
話
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
出
席
で
き
な
か
っ
た
方
の
成
人
証
書
は
、
２
月
末
ま
で
に
、
三
春
交
流
館
「
ま

ほ
ら
」（
☎
62-

３
８
３
７
）
で
、
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
三
春
町
成
人
式
を

　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

成人証書を授与される総代の渡辺亮太さん

式典のようす

成人者を代表して答辞を述べる伊藤杏莉さん

田村高校生をはじめ出席者による国歌斉唱

「まほらホール」での式典に参加する新成人

「ホワイエ」で友だちと談笑する新成人模擬投票を行う新成人 記念写真の撮影をする新成人
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１
月
17
日
、
新
三
春
中
学
校
建
設
工
事
の
引
渡
式
が
、

関
係
者
76
人
（
議
員
、
代
表
区
長
、
ま
ち
づ
く
り
協
会
長
、

教
育
委
員
な
ど
）
の
出
席
の
も
と
、
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

式
に
先
立
ち
、
出
席
者
は
、
新
三
春
中
学
校
建
設
工
事

を
請
け
負
っ
た
（
株
）
大
林
組
東
北
支
店
の
工
事
関
係
者

か
ら
、
新
三
春
中
学
校
に
つ
い
て
の
概
要
説
明
を
受
け
な

が
ら
、
校
舎
・
体
育
館
・
武
道
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
出

席
者
か
ら
は
、「
こ
ん
な
立
派
な
校
舎
で
勉
強
で
き
て
生

徒
は
幸
せ
だ
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
高
槻
幹
雄
支
店
長
か
ら
鈴
木
義
孝
町
長
に

工
事
完
成
引
渡
書
が

手
渡
さ
れ
、
そ
の
後
、

鈴
木
町
長
か
ら
遠
藤
真
弘
教
育
長
に
新
三
春
中
学
校
教
育

施
設
の
引
渡
し
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
鈴
木
町
長
か
ら

（
株
）
大
林
組
東
北
支
店
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
鈴
木
町
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
本
多
一

安
議
会
議
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

三
春
中
学
校
新
校
舎
完
成

　
　
　
　
　
〜
建
設
工
事
の
引
渡
式
〜

● 

新
校
舎
の
概
要

　

新
校
舎
は
、
一
学
年
５
ク
ラ
ス
の
教
科
教

室
を
備
え
た
校
舎
棟
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
コ
ー
ト
２
面
の
広
さ
を
持
つ
屋
内
運
動
場

棟
、
一
学
年
が
一
同
に
使
え
る
ラ
ン
チ
ル
ー

ム
や
武
道
場
（
柔
道
・
剣
道
・
弓
道
）
が
あ

り
ま
す
。

問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310

数学教室（１ー２） 屋内運動場 女子便所

コミュニティガーデンと大階段教科教室・多目的スペース・ホームベース

完成した三春中学校新校舎

出席者による見学会

鈴木町長から遠藤教育長への施設の引渡し 高槻支店長から工事完成引渡書を受け取る鈴木町長



三
春
町
公
共
施
設
整
備
方
針
検
討
委
員
会
最
終
報
告

　
　
　
　
　
　
　
町
長
に
答
申
を
行
い
ま
し
た

　

町
は
、
平
成
23
年
11
月
に
町
民
代
表
や
学
識

経
験
者
か
ら
な
る
三
春
町
公
共
施
設
整
備
方
針

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、「
役
場
庁
舎
を
は
じ
め

と
し
た
公
共
施
設
の
整
備
お
よ
び
閉
校
中
学
校

の
跡
地
利
用
」
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

検
討
委
員
会
で
は
、
検
討
対
象
の
施
設
の
あ

り
方
が
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
極
め
て
重
要
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
を
十
分
認
識
し
て
、
望
ま

し
い
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
現
地
調

査
や
地
区
意
見
の
集
約
な
ど
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
10
回
に
わ
た
る
委
員
会
を
開
催
し

て
、
昨
年
12
月
に
最
終
報
告
を
取
り
ま
と
め
、

１
月
10
日
に
町
長
に
答
申
を
行
い
ま
し
た
。

　

答
申
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

　

な
お
、
昨
年
５
月
に
は
役
場
庁
舎
、
旧
公
民

館
、
図
書
館
に
つ
い
て
中
間
報
告
を
行
っ
て
い

ま
す
。

答
申
の
概
要

● 

役
場
庁
舎

　
現
役
場
庁
舎
の
諸
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
は
、
改
修
で
は
十
分
で
な
く
建
替
え
る
べ

き
で
あ
る
。
建
替
え
場
所
は
、
現
在
地
周
辺

を
基
本
と
し
て
選
定
す
べ
き
で
あ
る
。

● 

旧
公
民
館
・
図
書
館

　

旧
公
民
館
は
解
体
し
、
そ
こ
に
図
書
館
を

新
築
す
べ
き
で
あ
る
。

最
終
報
告
を
踏
ま
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　
町
の
対
処
方
針

　
町
で
は
、
検
討
委
員
会
の
最
終
報
告
を
尊

重
し
、
町
議
会
と
の
議
論
を
進
め
、
ま
た
、

今
後
町
民
の
方
、
専
門
家
や
有
識
者
の
方
か

ら
の
ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今

後
の
公
共
施
設
整
備
方
針
や
利
活
用
策
を
定

め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

大津茂委員長（中央）と佐久間保一副委員長（右）から町長への答申

▼ 

問　
財
務
課 
管
理
契
約
グ
ル
ー
プ 

　
　
　

 

☎
62-
２
１
３
２

● 

三
春
中
学
校

　

平
成
25
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
は
、
三
春

小
学
校
の
耐
震
化
に
伴
う
仮
校
舎
と
し
て
利

用
さ
れ
る
た
め
、
現
時
点
で
一
定
の
方
向
性

を
示
す
の
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
間
に
さ
ら

に
検
討
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
。

● 

沢
石
中
学
校

　

平
成
25
年
度
か
ら
沢
石
小
学
校
と
し
て
利

用
す
る
。
そ
の
際
、
進
入
路
や
施
設
改
修
を

行
う
べ
き
で
あ
る
。

● 

沢
石
小
学
校

　

新
た
な
利
活
用
方
法
を
模
索
す
る
こ
と
と

な
る
が
、
有
償
譲
渡
・
貸
付
を
視
野
に
、
公

募
に
よ
り
利
活
用
の
提
案
を
求
め
る
こ
と
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

● 

要
田
中
学
校

　

平
成
25
年
度
か
ら
葛
尾
村
へ
村
立
小
中
学

校
と
し
て
貸
与
す
る
。そ
の
後
の
利
活
用
は
、

貸
与
期
間
が
定
か
で
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
現

時
点
で
定
め
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

● 

桜
中
学
校

　

町
振
興
の
拠
点
と
成
り
得
る
可
能
性
を
秘

め
て
お
り
、
① 

観
光
・
文
化
・
芸
術
活
動

の
拠
点
、
② 

福
祉
施
設
や
教
育
・
研
究
施

設
な
ど
と
し
て
の
利
活
用
が
考
え
ら
れ
る
。

町
営
バ
ス
「
さ
く
ら
号
」
の

廃
止
と
新
・
町
営
バ
ス
の
運

行
開
始
に
つ
い
て

　

今
年
３
月
31
日
で
、現
在
の
「
さ
く
ら
号
」

の
運
行
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
は
、
統
合
さ
れ
た
三
春
中

学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
空
い
て
い
る
時
間

を
利
用
し
て
、
町
営
バ
ス
と
し
て
運
行
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
時
間
や
コ
ー
ス
図
は
「
広
報
み
は

る
３
月
号
」
と
合
わ
せ
て
配
布
し
ま
す
。

▼ 

問　
住
民
課
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62
‐
２
１
４
７

現行のさくら号

新・町営バス ( イメージ )

　
こ
れ
ま
で
の
検
討
委
員
会
に
お
け
る
資

料
や
議
事
録
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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問い合わせ先　税務課　課税グループ　☎ 62-8127

　

確
定
申
告
の
受
付
日
は
、
地
区
別
に
な
っ
て
い
ま
す
。
指
定
の
日
に
申
告
で
き
な
い
方
は
、
全
地
区
と

書
い
て
あ
る
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
期
間
の
後
半
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
を
済

ま
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

年
金
所
得
者
に
係
る
確
定
申
告
不
要
制
度
に
よ

り
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
で
、

次
の
ど
ち
ら
か
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、
住
民
税

の
申
告
が
必
要
で
す
。

▼ 申告受付会場案内図

▼ 申告受付日程表

確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す

申
告
受
付
会
場

年
金
所
得
者
に
係
る
確
定
申
告
不
要
制
度
が
平

成
23
年
分
確
定
申
告
よ
り
導
入
さ
れ
て
い
ま
す

◆ 
平
成
24
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
と
平
成
25

　
年
度
分
町
県
民
税
申
告
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す

　

年
金
所
得
者
の
う
ち
、
そ
の
年
中
の
公
的
年
金

等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、
か

つ
、
そ
の
年
分
の
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
と
き
は
、

そ
の
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
確
定
申
告
書
を
提

出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

※ 

た
だ
し
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
に
確

　

定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

▼ 

確
定
申
告
が
不
要
に
な
る
方

▼ 

確
定
申
告
は
不
要
で
す
が
、
住
民
税
の
申

　
告
が
必
要
に
な
る
方

▽ 

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の
み
が
あ
る
方
で
、

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
に
記
載
さ
れ
て

い
る
控
除
（
社
会
保
険
料
控
除
や
配
偶
者
控
除
、

扶
養
控
除
、
基
礎
控
除
な
ど
）
以
外
の
各
種
控

除
の
適
用
を
受
け
る
場
合

▽ 

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
が
あ

る
場
合

　

申
告
は
、
旧
公
民
館
１
階
事
務
室
で
行
い
ま
す
。

※ 

食
品
の
放
射
線
量
を
検
査
す
る
「
ベ
ク
レ
ル
調

べ
る
セ
ン
タ
ー
」
が
１
階
の
別
室
に
あ
る
た
め
、

フ
ロ
ア
が
混
み
合
い
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

（水）

（金）
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県
民
健
康
管
理
調
査

　

「
妊
産
婦
に
関
す
る
調
査
」
に　
　

　
　
　
　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

福
島
県
で
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
よ
う
と
す
る
妊

産
婦
の
方
々
の
現
状
や
意
見
、
要
望
な
ど
を
的
確
に

把
握
し
、
ま
た
、
把
握
し
た
意
見
、
要
望
に
基
づ
き
、

今
後
の
福
島
県
の
母
児
支
援
体
制
に
反
映
さ
せ
、
よ

り
良
い
産
科
医
療
お
よ
び
母
児
支
援
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
、
妊
産
婦
に
関
す
る
調
査
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

調
査
対
象
者
　

▽ 

平
成
23
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
７
月
31
日
ま

　

で
に
、
福
島
県
内
の
市
町
村
か
ら
母
子
健
康
手
帳

　

を
交
付
さ
れ
た
方

▽ 

右
記
の
期
間
に
、
福
島
県
外
の
市
区
町
村
か
ら
母

　

子
健
康
手
帳
を
交
付
さ
れ
た
方
の
中
で
、
福
島
県

　

内
で
妊
産
婦
健
診
を
受
け
た
方
、
分
娩
（
い
わ
ゆ

　

る
里
帰
り
出
産
）
さ
れ
た
方
で
申
し
出
の
あ
っ
た

　

方
▼ 

調
査
方
法

　

 

昨
年
12
月
12
日
よ
り
「
妊
産
婦
に
関
す
る
調
査
調

査
票
」
の
発
送
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

出
産
後
に
１
か
月
健
診
を
受
け
、
お
子
様
の
様
子

を
記
入
後
、
返
信
用
封
筒
に
て
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　

妊
娠
、
出
産
、
育
児
に
関
し
て
ご
相
談
が
あ
る
場

合
に
は
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
医
師
、
助
産
師
、
保
健
師
が
対
応
し
ま
す
。

▼ 

問　
福
島
県
立
医
科
大
学 

放
射
線
医
学
県
民
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー

　

 　
　

☎
０
２
４-

５
４
９-

５
１
８
０

● 環境放射線量に関する問い合わせ先　
　学校などの施設／教育課　学校教育グループ☎ 62-6310
　学校以外の施設／住民課　放射能除染対策班☎ 62-1122
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● 町内小中学校等・主な施設における環境放射線量測定値
（単位：マイクロシーベルト／時間）

平成23年
５月23日
0.58
0.78
0.50
1.05
1.18
0.61
0.39
0.59
0.90
0.65
1.23
0.63
0.66
0.50
0.95
1.11
0.36
0.69

（0.13）
（0.11）
（0.09）
（0.14）
（0.13）
（0.12）
（0.11）
（0.12）
（0.13）
（0.14）
（0.16）
（0.15）
（0.15）
（0.12）
（0.29）
（0.21）
（0.12）
（0.15）

平成24年
12月18日

平成25年
1月22日

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18

三春小学校
沢石小学校
要田小学校
御木沢小学校
岩江小学校
中妻小学校
中郷小学校
三春中学校
沢石中学校
要田中学校
岩江中学校
桜中学校
第一保育所
第二保育所
北保育所
岩江幼稚園
中郷幼稚園
三春幼稚園

No. 測定施設
測定値

0.17
0.13
0.12
0.20
0.15
0.15
0.11
0.15
0.16
0.19
0.18
0.10
0.22
0.18
0.21
0.21
0.12
0.16

（0.11）
（0.09）
（0.11）
（0.10）
（0.12）
（0.08）
（0.11）
（0.10）
（0.12）
（0.11）
（0.14）
（0.10）
（0.09）
（0.08）
（0.16）
（0.13）
（0.10）
（0.11）

0.12
0.14
0.09
0.16
0.10
0.11
0.09
0.12
0.10
0.16
0.14
0.10
0.21
0.12
0.20
0.16
0.11
0.13

（0.10）
（0.08）
（0.08）
（0.10）
（0.11）
（0.08）
（0.10）
（0.08）
（0.10）
（0.10）
（0.11）
（0.09）
（0.08）
（0.08）
（0.15）
（0.12）
（0.11）
（0.11）

※ かっこ内は室内の数値
環
境
放
射
線
量
測
定
値
を

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

現
在
、
町
で
独
自
に
測
定
し
て
い
る
小
中
学
校
、
保
育
所
、
幼
稚
園
や
主
な
施
設
の
環
境

放
射
線
量
測
定
値
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成23年
５月23日

平成24年
12月19日

平成25年
1月21日

19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35

JAたむら御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

1.30
1.12 
1.30
1.07 
0.85
0.52 
0.65 
0.41 
0.38 
0.59 
0.45 
0.54 
0.49
0.77 
1.33 
1.03
0.75 

0.39
0.35
0.42
0.48 
0.27
0.16
0.24 
0.18
0.18 
0.18 
0.19
0.22 
0.17
0.30 
0.44 
0.36
0.30 

0.54
0.49 
0.67
0.52 
0.32
0.18
0.29 
0.23
0.20 
0.22 
0.21 
0.30 
0.18
0.38 
0.58 
0.46
0.38 

○ 環境放射線量の測定は、地上高１ｍで計測しています。
○ No1 から No18 の教育施設は、平成 23 年６月 22 日から８月 11 日にかけて、校庭の表土除去を行いました。
○ JA たむら御木沢センターの平成 23 年 5 月 23 日は御木沢地区公民館の数値、過足集会所の平成 23 年 5 月 23 日は過足広場の
　数値、斎藤集会所の平成 23 年 5 月 23 日は斎藤農村公園の数値、山田沫蕩神社駐車場の平成 23 年 5 月 23 日は山田配水池の
　数値となっています。御木沢地区公民館と斎藤農村公園は、平成 23 年 7 月 24 日に表土除去が終了しています。
○ 平成 25 年１月 14 日には、三春町役場前で約 30 ㎝の積雪がありました。



　現在、電子ポケット線量計（積算線量計）の貸出しを行っていますが、今月から空間線量も測定できる高機
能積算線量計の貸出しも行います。
◆ 線 量 計　１世帯１台とし、電子ポケット線量計との重複貸出しはできません。
◆ 貸出対象　町民および町内の事業所に勤務する方
◆ 貸出期間　申込日から２か月
◆ 受付時間　平日　午前８時 30 分〜午後５時 15 分 
◆ 申込方法　印鑑と本人確認のできる書類（免許証など）を持参のうえ、役場
　　　　　　２階総務課までお越しください。
◆ 申込・問　三春実生プロジェクト事務局（総務課企画情報グループ内）
　　　　　　 ☎ 62-8125

高機能積算線量計を貸し出します

① ベクレル調べるセンターは、公的認証機関ではないため、簡易検査として実施しています。
　 測定結果は、あくまでも参考であり、これを出荷および摂取制限などの根拠とするものではありません。
② 測定データの利用について
　 測定結果は町で記録・公表するほか、放射線対策のため国・県に提供します。
③ これらの検体は、個人が自家用に使用するためのものであり、産地も必ずしも三春であるとは限りません。
　 農家が生産し出荷している農産物は、県のモニタリング調査で管理されており、基準値を超えるものが流通・
　販売されることはありません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 一般食品の基準値　100 ベクレル /kg（平成 24 年 4 月 1 日から )

ベクレル調べるセンター
食品等の放射性物質（セシウム）検査結果

平成24年４月１日〜平成 24年 12月 31日

◆ 食品中の放射性物質の傾向について
◇ 野菜、豆類はほとんどのものが 20 ベクレル /kg（検出限界値）未満です。
◇ 山菜、きのこ類で基準値を超えるものが多く、特に、きのこ類では 7 割以上のものが基準値を超えています。
◇ 果実類では栗やゆずで基準値を超えるものがありました。また、野生の猪肉や鴨肉も基準値を超えています。
◇ 一般食品の基準値は 100 ベクレル /kg です。基準値を超えるものは摂取を控えるようにしましょう。
◆ 問　住民課 生活環境グループ 検査所担当　☎ 62-2147

100ベクレルを超えたもの
最大値

（ベクレル／kg)

カボチャ、キャベツ、キュウリ、ジャガイ
モ、タマネギ、大根、トマト、ナス、ネギ、
白菜、ブロッコリー、ホウレンソウなど

小豆、インゲン、黒豆、大豆など

ウド、タケノコ、タラの芽、フキ、ワラビなど

シイタケ、なめこ、ヒラタケなど

玄米、白米、もち米など

梅、柿、キウイ、栗、ブルーベリー、ゆずなど

梅干し、はちみつ、干し柿など

猪肉、鴨肉、米ぬか、燕麦など

区分
検体数（件）

例示
総検体数 100ベクレル以下のもの

野菜

豆類

山菜

きのこ

穀類

果実

加工食品

その他

944

144

248

67

49

237

101

32

943

144

229

19

49

232

99

22

1

0

19

48

0

5

2

10

139
（ホウレンソウ）

81
（大豆）
285

（タラの芽）
2,159

（シイタケ）
40

（もち米）
195
（栗）
135

（梅干し）
1,641

（燕麦）

高機能積算線量計機器など
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町
で
は
、
原
発
事
故
に
よ
る
井
戸
水
の
放
射
性
物
質
混
入
の
不
安
を
一
人
で
も
多
く
解
消

す
る
た
め
、
２
回
に
わ
た
り
、
各
地
区
を
巡
回
し
て
井
戸
水
の
放
射
性
物
質
測
定
検
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
８
３
９
件
の
検
査
申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
１
回
、
第
２
回
の
検
査
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
を
対
象
に
、
第
３
回
の
検
査
を
実
施

し
ま
す
。
最
後
の
機
会
に
な
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
検
査
を
受
け
て
い
な
い
方
は
忘
れ
ず
に
検

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

井
戸
水
を
持
込
む
と
き
の
留
意
点

▼ 

申
込
・
問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

検
査
対
象

　

第
１
回
、
第
２
回
の
検
査
を
受
け
て
い
な

い
町
内
の
飲
用
井
戸
水
（
２
㍑
程
度
）

※
過
去
に
自
費
で
検
査
を
行
い
、
町
か
ら
交

付
金
を
受
け
た
方
の
井
戸
水
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

測
定
料
金

測
定
結
果
の
通
知
方
法

　
検
査
終
了
後
、
測
定
結
果
を
ご
自
宅
へ
送

付
し
ま
す
。

　

無
料
（
町
が
検
査
料
を
負
担
し
ま
す
。）

▼ 

２
㍑
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
よ
く
洗
っ
た

う
え
で
、井
戸
水
を
い
っ
ぱ
い
ま
で
入
れ
、

し
っ
か
り
と
キ
ャ
ッ
プ
を
閉
め
て
く
だ
さ

い
。

▼ 

油
性
の
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
住
所
お
よ
び
世
帯
主
名
を
書
い
て
く

だ
さ
い
。

▼ 

受
付
の
際
に
井
戸
の
種
類
、
深
さ
を
お

聞
き
し
ま
す
の
で
わ
か
る
範
囲
で
お
答
え

く
だ
さ
い
。

▼ 

２
月
４
日
（
月
）
～
２
月
15
日
（
金
）

▽ 

平
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
（
水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
）

▽ 

日
曜
日　
午
前
９
時
～
12
時

受
付
日
時

　

検
査
を
希
望
す
る
方
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
入
れ
た
飲
用
井
戸
水
を
役
場
住
民
課
窓
口

に
、
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
近
く
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
場
合
な
ど
は
、
一
緒
に
井
戸
水

を
持
参
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

申
込
方
法

　

平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
、
自
費
で
井
戸
水
の
放
射
性
物
質
検
査
を
行
っ
た
場
合
は
、
申

請
に
よ
り
交
付
金
（
１
井
戸
に
つ
き
上
限
１
２
、６
０
０
円
）
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

町
が
実
施
し
た
井
戸
水
検
査
を
受
け
た
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

申
請
期
限
が
２
月
28
日
（
木
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

印
鑑
・
検
査
料
の
領
収
証
・
通
帳
を
お
持
ち
の
う
え
、
住
民
課
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ 

☎
62-

２
１
４
７

自
費
で
井
戸
水
の
放
射
性
物
質
検
査
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
っ
た
方
へ
の
交
付
金
に
つ
い
て

　

次
代
を
担
う
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
、

日
常
の
家
庭
生
活
や
学
校
生
活
の
中
で
体
験

し
た
こ
と
を
も
と
に
、
犯
罪
や
非
行
な
ど
に

関
し
て
考
え
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
作
文

に
書
く
こ
と
を
通
し
て
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
、
第
62
回
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
の
県
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
中
学
校
の
部
で
、

桜
中
学
校
２
年
・
栁
沼
楓
さ
ん
の
作
品
「
体

験
の
中
か
ら
思
う
こ
と
」
が
、
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
栁
沼
さ
ん
の
作
品
は
、
田
村

地
区
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
中
学
校
の
部
で
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
、
県
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
に

応
募
し
て
い
ま
し
た
。

　

表
彰
状
の
伝
達
式
は
、
１
月
９
日
に
桜
中

学
校
で
行
わ
れ
、
田
村
地
区
保
護
司
会
の
平

林
可
善
会
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
受
賞
さ
れ
た
栁
沼
楓
さ
ん
の
作
文
を
ご

紹
介
し
ま
す
。（
９
ペ
ー
ジ
）

第
62
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

県
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
賞
受
賞平林可善会長から表彰状を受ける栁沼 楓さん

井
戸
水
の
放
射
性
物
質
の
測
定
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「
体
験
の
中
か
ら
思
う
こ
と
」

　
私
は
毎
朝
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て

い
ま
す
。
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
犯
罪
や

殺
人
事
件
な
ど
、
多
く
の
悲
し
い
出
来
事
が

報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
最
近
、

大
津
市
の
中
学
２
年
生
の
男
子
生
徒
が
、
い

じ
め
に
よ
っ
て
自
殺
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、

毎
日
の
よ
う
に
こ
の
事
件
に
関
す
る
報
道
が

続
き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
い
じ
め
に
関
す

る
ニ
ュ
ー
ス
が
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
報
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
実
は
私
も
、
小
学
校
５
年
生
の
時
、
い
じ

め
に
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
い
じ
め
を
し
て
い

た
人
た
ち
は
、
大
き
な
事
で
は
な
い
と
思
っ

て
い
た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
私
に
と
っ
て

は
、
短
い
期
間
で
し
た
が
、
辛
い
も
の
で
し

た
。
自
殺
し
た
彼
も
、
同
じ
よ
う
な
気
持
ち

だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
漫
画
に
あ
る

よ
う
に
水
を
か
け
ら
れ
た
り
、「
ブ
ス
」
と

言
う
よ
う
な
悪
口
を
書
い
た
紙
を
、
机
の
上

に
置
か
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
通
じ
る
あ
る
言
葉
を

合
図
に
、
学
級
の
中
で
孤
立
し
て
い
る
自
分

を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
ク
ラ
ス
に
必
要
と
さ

れ
て
い
な
い
事
を
知
っ
た
と
き
、
目
の
前
が

真
っ
暗
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
居
場
所
を

失
っ
た
私
は
、
い
つ
も
親
身
に
な
っ
て
相
談

に
乗
っ
て
く
れ
る
先
生
を
訪
ね
ま
し
た
。
先

生
は
私
の
心
の
支
え
に
な
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　
自
分
が
い
じ
め
の
対
象
に
な
る
な
ど
信
じ

ら
れ
な
い
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
事
実
で

す
。
そ
の
苦
し
さ
の
中
で
、
考
え
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
な
ぜ
、
い
じ
め
が
起

こ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
十
人
十
色
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、

人
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
り
ま
す
。
自
分
と
同

じ
人
な
ど
い
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
気
に

入
ら
な
い
部
分
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
も
し
か

し
た
ら
、
あ
の
人
は
私
と
違
う
か
ら
と
い
う

理
由
で
、
い
じ
め
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
し

ま
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
金
子

み
す
ず
の
詩
に
あ
る
よ
う
に
、「
み
ん
な
ち

が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」
の
で
す
。
こ
の
こ

と
を
一
人
ひ
と
り
が
受
け
止
め
て
、
自
分
の

周
り
の
人
を
大
切
に
す
れ
ば
、
少
し
ず
つ
い

じ
め
は
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
い
じ
め
を
止
め
る
勇
気
も
大
切

で
す
。
た
し
か
に
、
直
接
い
じ
め
に
立
ち

向
か
う
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
に
寄
り
添

う
気
持
ち
を
行
動
に
移
す
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
小
さ
な
力
が
集
ま
れ
ば
、
大

き
な
力
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
存
在
自
体

に
意
味
を
見
い
だ
せ
な
い
孤
独
感
。
い
じ

め
の
苦
痛
が
ず
っ
と
続
く
と
い
う
絶
望
感
。

こ
の
気
持
ち
は
、
見
て
見
ぬ
振
り
を
さ
れ

る
こ
と
で
、
首
を
絞
め
ら
れ
る
よ
う
な
苦

し
み
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
こ
と
は
、

大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
っ
と

声
を
か
け
て
あ
げ
る
だ
け
で
い
い
の
で
す
。

「
お
は
よ
う
」
の
あ
い
さ
つ
ひ
と
つ
で
も
い

い
の
で
す
。
そ
れ
が
一
筋
の
希
望
と
な
る

か
ら
で
す
。

　
そ
し
て
最
後
に
、
自
殺
し
て
し
ま
っ
た
彼

に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
彼
の
自
殺
の
大
き
な
原
因
は
、
一
人
で
抱

え
込
み
す
ぎ
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
き
っ
と
誰
に
も
話
す
こ
と
が
で
き
ず
、

押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
り
、
つ
い
に
は
死

を
選
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
人
は
一

人
で
は
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。
誰
か
を
支
え
、

誰
か
に
支
え
ら
れ
て
お
互
い
が
生
き
て
い
ま

す
。
そ
の
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
追
い

込
ま
れ
て
し
ま
う
前
に
、
声
に
出
す
勇
気
が

出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
広
く
普

及
し
、
学
校
裏
サ
イ
ト
や
掲
示
板
、
ブ
ロ
グ

ネ
ッ
ト
で
の
い
じ
め
な
ど
、
多
様
な
形
の
い

じ
め
を
耳
に
し
ま
す
。
た
と
え
校
則
や
法
律

な
ど
、
規
則
で
ど
ん
な
に
規
制
し
て
も
、
人

の
心
を
縛
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
最
後
は

一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
の
あ
り
方
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。
子
ど
も
で
あ
っ
て
も
、
大
人
で

あ
っ
て
も
、
自
分
で
自
分
を
律
す
る
人
間
で

あ
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
し
ょ
う
。

　
社
会
と
は
辞
書
で
調
べ
て
み
る
と
、「
組

織
を
作
り
、
互
い
に
結
び
つ
き
を
も
ち
な
が

ら
生
活
し
て
い
る
人
間
の
集
ま
り
」
と
書
い

て
あ
り
ま
し
た
。
私
が
知
っ
て
い
る
言
葉
の

中
に
も
、
国
際
社
会
、
社
会
福
祉
、
社
会
保

険
、
地
域
社
会
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
の
ど
の
言
葉
も
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
基
本
に
な
っ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
自
分

の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
だ
か
ら

こ
そ
周
囲
の
人
と
よ
り
良
い
関
係
を
築
い

て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
い
じ
め
の
問
題
が
大
き
く
報
道
さ
れ
、
こ

ん
な
に
も
社
会
に
波
紋
を
与
え
て
い
る
こ
と

を
思
う
と
、「
い
じ
め
」
は
社
会
問
題
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ

そ
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
か
ら
私
た
ち
も
取

り
組
み
、
こ
の
社
会
が
少
し
で
も
明
る
く
住

み
よ
い
も
の
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
中
学
生
だ
か
ら
と
言
っ
て

甘
え
る
の
で
は
な
く
、
中
学
生
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。「
み
ん
な

ち
が
っ
て
、み
ん
な
い
い
」
と
い
う
言
葉
は
、

何
も
し
な
い
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
を
存
分
に
生
か
し
合
う
こ
と
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。

 

三
春
町
立
桜
中
学
校
２
年　
栁
沼　
楓

第
62
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
県
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
賞
作
品
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岩江
中妻
要田

三春

沢石
御木沢
中郷

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

岩江センター
中妻地区公民館
要田交流館大平荘
保健センター
八島台集会所

沢石会館
駅前集会所

中郷地区交流館

曜日地区 会場 ２月開催日
 ４日・18日・25日

 ５日・12日・19日・26日
 
 ６日・13日・20日・27日

 ７日・14日・21日・28日

 １日・８日・15日・22日

◆「にこにこ元気塾」地区別開催日一覧

※ 11 日は祝日のため休みです。

にこにこ元気塾通信　講師の皆さんを紹介します

▶ 問　保健センター　☎ 62-3166
▶ 参加申込先　社会福祉協議会　☎ 62-3950

◎ 星病院 管理栄養士
　 渡辺 玲子さん
95 歳の母の故郷であ
る三春町で、いつも笑
顔で前向きな「にこに
こ元気塾」の皆様から、
たくさんのパワーを頂
くことができ幸せです。

▶ 元気塾の概要は、次のとおりです。
▷ 対象は、三春町在住の 65 歳以上で、介護認定を受けて

いない方です。
▷ 各地区毎週１回開催し、１年をとおして実施します。
▷ 毎月第１週から第３週までは「専門の講師」が運動、栄

養、口腔について丁寧に指導します。
▷ 社会福祉協議会の職員がサポートし、送迎も行います。
▷ 参加費は無料です。ご希望の方には、400 円で昼食を

ご用意いたします。

◎ 三春病院 理学療法士
　 酒井 健二さん
参加者の皆様に負けな
いように元気に頑張っ
ています。よろしくお
願いします。

◎ 南東北病院 理学療法士
　 室井 宏育さん
毎回、皆様と楽しく参加させ
て頂いています。徐々に体力・
筋力が向上しているのではな
いでしょうか。もっと効果が
あがるように、適正な体重管
理をお勧めします。今後も頑
張ってください。

◎ 歯科衛生士
　 小黒 幸子さん
人生の先輩からは教わ
ることのほうが多いで
すが、お口の健康は体
の健康につながります。
笑顔が増え、ストレス
解消にもなりますよ。

◎ 三春病院 言語聴覚士
　 保富 真衣さん
口腔や飲み込みのお話
しをさせていただいて
います。今後ともよろ
しくお願いします。

◎ 歯科衛生士
　 渡辺 末子さん
お口の清潔は全身の様々
な病気や肺炎、インフル
エンザの予防につながり
ます。美味しく食べて健
康を守りましょう。

◎ 管理栄養士
　 伊藤 節子さん
いつまでも元気に暮ら
していくために、少し
でもお手伝いができれ
ばと思っています。

◎ 星病院 健康運動指導士
　 松井 芳樹さん
皆さんの好きなこと、
やりたいことがいつま
でもできるよう、お手
伝いできればと思いま
す。

◎ 南東北病院 理学療法士
　 高田 和秀さん
姿勢改善を目的とした
運動を中心に指導させ
て頂いています。いつ
までも若々しく元気に
過ごせるよう一緒に頑
張りましょう。

12 月９日〜１月８日
寄附・ボランティア
していただいた方々

（敬称略・順不同）

【
福
祉
】

（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

寄
附
金

　

三
春
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

小
林
光
男
（
一
本
松
）

　

渡
辺
薫
（
御
祭
）

▽ 

物
品

　

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会 

福
島

　

県
本
部  

Ｊ
Ａ
共
済
連
福
島

　

吉
田
正
芳
（
上
舞
木
）

　

神
奈
川
県
川
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

た
む
ら
農
業
協
同
組
合
三
春
支
店

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団
／
ひ
ま
わ
り
の

　

会
／
田
村
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
／
三
沢
会
／
花

　

し
づ
く
／
富
岡
町
仮
設
住
宅
連
絡
員
／

　

三
春
盆
太
鼓
連
／
松
蔚
流
舞
扇
会
／
貝

　

山
ス
ポ
ー
ツ
民
踊
愛
好
会
／
新
町
婦
人

　

会
ス
ポ
ー
ツ
民
踊
愛
好
会
／
氷
川
流
駒

　

侑
会
／
沢
石
な
か
よ
し
会
／
三
春
町
ス

　

ポ
ー
ツ
民
踊
／
や
は
た
会
／
三
春
Ａ
Ｂ

　

Ｃ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
／
上
野
ト
ク
（
平
沢
）
／

　

村
上
貞
子
（
八
島
台
）
／
橋
本
光
子
（
御

　

免
町
）
／
斎
藤
キ
ミ
子
（
大
町
）
／
橋

　

本
ミ
ツ
子
（
担
橋
）
／
宗
像
文
子
（
船

　

引
町
）
／
三
瓶
淳
（
富
岡
町
）

10

　今回は「にこにこ元気塾」の講師の皆さんをご紹介します。
　三春病院や星病院、南東北病院の協力のもと、専門の講師の皆さんから運動や口腔、栄養についての指導を受
けています。
　「にこにこ元気塾」では、見学や申込みを随時行っていますので、ぜひ見学にお越しください。お待ちしています。
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◆ 

創
立
90
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

　

田
高
ト
ピ
ッ
ク
を
昨
年
１
年
間
お
読
み
い
た
だ
き
、
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
月
号
は
、
昨
年
の
田
高
ニ
ュ
ー
ス
の
特
集
号
で
す
。
今
年
も
田
高
の
活
躍

記
事
を
で
き
る
だ
け
多
く
、
皆
様
に
お
届
け
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
暮
れ
に
は
部
活
動
支
援
募
金
に
際
し
、
多
く
の
企
業
、
地
域
住

民
の
方
々
よ
り
ご
協
賛
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

田
高
は
今
年
も
地
域
の
学
校
と
し
て
文
武
両
道
、
常
に
志
を
高
く
持
ち
、
昨

年
以
上
の
活
躍
を
残
せ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
13
年
か
ら
田
高
と
姉
妹
校
の
合
意
書
を
交
わ
し

て
い
る
米
国
ウ
イ
ス
コ
ン
州
に
あ
る
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
高

校
か
ら
チ
ャ
ド
・
ハ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
校
長
先
生
は
じ
め
、

高
校
関
係
者
一
行
が
昨
年
６
月
21
日
、
田
高
を
訪
れ
ま

し
た
。
昨
年
８
月
か
ら
は
本
校
２
年
の
佐
藤
風
人
君
が

１
年
間
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
高
に
留
学
し
て
い
ま
す
。

◆ 

姉
妹
校
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
高
が
訪
問

本校教員の撮影した金環日食

90 周年記念誌

全国大会の結果を報告する選手たち 留学中の佐藤風人君（右端）

　

昨
年
９
月
29
日
、
生
徒
、
教
職
員
、
同
窓
生
、
関
係
者
の
皆
様
な
ど
約
１
千

名
の
出
席
を
仰
ぎ
、
厳
粛
の
中
に
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
制
作
し
た
90
周
年
記
念
誌
や
タ
オ
ル
は
大
好
評
で
し
た
。
式
典

後
、
大
阪
同
窓
会
や
札
幌
在
住
の
Ｏ
Ｂ
の
方
、
全
国
各
地
の
Ｏ
Ｂ
か
ら
式
典
へ

の
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
三
春
町
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

◆ 

金
環
日
食
を
観
察

　

昨
年
５
月
21
日
、
田
高
で
も
金
環
日
食
が
観
測

さ
れ
ま
し
た
。
本
校
理
科
の
教
員
が
中
心
と
な
り

観
測
日
前
に
は
、
参
考
と
な
る
資
料
を
準
備
し
、

多
く
の
生
徒
や
教
職
員
が
当
日
観
測
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
校
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
歓
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。

　

昨
年
暮
れ
に
京
都
市
西
京
極
総
合
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
て
行
わ
れ
た
全
国
高

校
女
子
駅
伝
競
走
大
会
に
お
い
て
、
本
県
代
表
で
５
年

連
続
18
度
目
の
出
場
を
果
た
し
た
女
子
は
、
１
時
間
９

分
27
秒
で
全
国
11
位
と
な
り
、
県
民
・
町
民
の
期
待
に

十
分
応
え
る
結
果
を
収
め
ま
し
た
。

　

鈴
木
義
孝
三
春
町
長
は
じ
め
、
約
２
０
０
人
の
大
応

援
団
が
京
都
市
西
京
極
に
駆
け
つ
け
、
ア
ン
カ
ー
が
陸

上
競
技
場
に
現
れ
た
と
き
は
大
歓
声
が
あ
が
り
ま
し

た
。
多
く
の
三
春
町
民
の
方
々
が
テ
レ
ビ
に
釘
付
け

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
全
国
大
会
に
出
場
し
た
選
手
の
多
く
が
、
全

国
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
大
会
に
も
出
場
し
ま
し
た
。

◆ 

全
国
高
校
女
子
駅
伝
11
位

問い合わせ先　福島県立田村高等学校　☎ 62-2185
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問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

　２月 13 日（水）午後３時から、三春交流館「まほら」にて三春町教育研究発表会を開催します。中郷小学校の
校内授業研究会の成果と各学校代表教職員による「三春町学校教育研究員会」の発表が主な内容です。三春町の教
職員が日々研修に取り組んでいる成果を発表します。
　本年度の学校教育研究員会は、『個性を生かす「三春の教育」の創造』をテーマに、「Ａ：教科センター方式にお
ける、個性を生かす教科教育の創造」、「Ｂ：言語活動の充実による、個性を生かす教科教育の創造」、「Ｃ：小学校
と中学校が連携した、個性を生かす外国語活動の創造」という３つの課題を設定し，グループ研究を進めてきまし
た。今回はグループ研究を小ホールや学習室で行い、発表を聞いた方の意見を出し合うディスカッション形式を目
指します。町民の方も、ぜひご参加ください。

● 三春町教育研究発表会

◆ 

今
年
度
、
本
校
で
は｢

地
域
社
会
と

の
共
生｣

と｢

震
災･

原
発
事
故
か
ら

の
復
興｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
教
育
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆ ｢

岩
江
っ
子
発
表
会｣

で
は
、｢

一

人
一
人
の
熱
い
思
い 

み
ん
な
に
届
け 

岩

江
っ
子
発
表
会 

～
元
気･

笑
顔･

協
力

～｣

の
テ
ー
マ
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち

が
保
護
者
と
地
域
の
皆
さ
ん
に
共
生
と

復
興
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
ま
し
た
。

　

２
年
生
は
、｢

ず
い
ず
い
ず
っ
こ
ろ

ば
し｣｢

し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま｣

な
ど
、
地
区

敬
老
会
で
も
披
露
し
た
歌
や
演
奏
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

６
年
生
は
、
宮
澤
賢
治
の
詩｢

雨
ニ

モ
マ
ケ
ズ｣

や
漢
詩｢

春
望｣

な
ど
を
、

未
来
に
向
か
っ
て
生
き
て
い
こ
う
と
い

う
強
い
気
持
ち
で
朗
読
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
力
強
い
声
に
会
場
全

体
が
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
中
に
は
涙

を
浮
か
べ
な
が
ら
聞
い
て
く
だ
さ
る
方

も
い
ま
し
た
。

◆ 

岩
江
小
学
校
は
、
今
年
、
創
立
50
年

を
迎
え
ま
す
。
現
在
、同
窓
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、

地
区
区
長
さ
ん
な
ど
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
記
念
事
業
実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
記
念
事
業
の
企
画
を
練
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
平
成
25
年
度
は
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
一
年

に
な
り
そ
う
で
す
。

～ 

我
が
校
の
特
色
あ
る
教
育 

～

岩
江
小
学
校
編

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

しゃぼん玉を飛ばす２年生

共
生
と
復
興
　
ー 

地
域
と
と
も
に 

ー

　町民の方を対象にして、１月 17 日に完成校舎の引渡式が済んだ、三春中学校新校舎の内覧会を次のとおり行い
ますので、ぜひご参加ください。
▶ 期日　２月 24 日（日） 
▶ 場所　三春中学校新校舎（貝山字泉沢 100- ４ 町営運動場内）
▶ 日程　１回目 午前 10 時〜 10 時 50 分
　　　　 ２回目 午前 11 時〜 11 時 50 分
　　　　 ３回目 午後１時〜１時 50 分
　　　　 ４回目 午後２時〜２時 50 分
▶ お願い　上履きをお持ちのうえ、各回の開始時刻までに新校
　　　　　舎中央付近の昇降口内にお集まりください。

● 三春中学校新校舎 町民内覧会

朗読で気持ちを伝える６年生

完成した三春中学校新校舎



　親子ボランティア『嬉遊（きゆう）』によ
るクリスマスコンサートを開催しました。
　娘さんのピアノ伴奏でお母さんがクリス
マスソングを披露し、澄んだ歌声が会場いっ
ぱいに広がりました。
　手拍子をとる方、一緒に口ずさむ方など、皆さんに一足早いク
リスマスを楽しんでいただきました。

ご予約・問い合わせ先　町立三春病院事務部　☎ 62-3131

町立三春病院News町立三春病院News

　
三
春
町
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
年
は
凍
え
る
よ
う
な
厳
し
い
寒
さ
が

到
来
し
、
春
が
待
ち
遠
し
く
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
日
は
、
最
近
ふ
と
思
い
出
し
た
医
学
生
時
代
の
思
い
出
を
書
い
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
も
は
や
10
年
前
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
私
が
医
学
生
と
し
て
病
院

実
習
に
出
た
頃
、
医
師
と
い
う
職
業
は
実
に
怖
く
思
え
ま
し
た
。
自
分
の
知

識
の
無
さ
や
技
術
の
無
さ
が
患
者
さ
ん
の
命
に
か
か
わ
る
可
能
性
が
あ
る
、

そ
の
責
任
の
大
き
さ
に
恐
れ
を
抱
い
て
い
た
の
で
す
。

　
ま
だ
学
生
だ
っ
た
私
は
、
治
療
方
針
の
決
定
に
関
わ
る
こ
と
は
な
く
、
専

ら
患
者
さ
ん
の
話
を
聞
き
先
輩
ド
ク
タ
ー
が
ど
の
よ
う
に
治
療
を
行
う
か
を

見
せ
て
も
ら
う
と
い
う
毎
日
で
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
60
代
く
ら
い
の
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
を
担
当
し
ま
し
た
。
彼

は
私
が
回
診
に
行
く
と
体
調
以
外
に
も
、
自
分
が
数
十
年
積
ん
だ
キ
ャ
リ
ア

か
ら
学
ん
だ
処
世
術
な
ど
話
を
し
て
く
れ
て
、
退
院
の
日
は
メ
モ
に
書
い
た

座
右
の
銘
を
私
に
渡
し
て
、
元
気
に
去
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

　
あ
る
日
、
偶
然
に
も
通
学
時
に
聞
い
て
い
た
ラ
ジ
オ
で
そ
の
患
者
さ
ん
の
声

が
聞
こ
え
て
き
た
の
で
す
。
短
い
交
通
情
報
を
伝
え
る
声
で
し
た
が
、
患
者
さ
ん

の
職
業
と
名
前
を
覚
え
て
い
ま
し
た
の
で
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
し
た
。

　
私
は
な
ぜ
か
突
然
涙
が
あ
ふ
れ
て
き
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
を
不
治
の
病
で
な
く

し
た
と
か
、
珍
し
い
病
気
を
克
服
し
た
と
か
そ
ん
な
ド
ラ
マ
の
よ
う
な
場
面
で
は

な
い
の
に
・
・
・

　
私
は
そ
の
時
、
病
院
に
来
て
い
る
患
者
さ
ん
の
向
こ
う
側
に
仕
事
と
か
家

庭
と
か
、
あ
た
り
ま
え
の
生
活
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
た

の
で
す
。
そ
し
て
、
治
療
の
結
果
、
患
者
さ
ん
が
自
分
の
居
場
所
に
戻
っ
て

生
活
し
て
い
る
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
自
分
ら
し
く
生
き
る

た
め
に
、
患
者
さ
ん
も
人
生
を
精
一
杯
生
き
て
い
る
の
だ
か
ら
自
分
も
医
師

と
し
て
精
一
杯
成
長
し
て
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
医
師
に
な
る
と

い
う
責
任
に
対
す
る
恐
れ
を
少
し
乗
り
越
え
ら
れ
た
思
い
出
で
す
。

　
今
、
三
春
病
院
に
は
隔
週
で
福
島
医
大
か
ら
医
学
生
が
実
習
に
来
て
お
り
、
患

者
さ
ん
と
の
出
会
い
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。
本
当
に
感
謝
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
【
三
春
町
立
三
春
病
院
　
家
庭
医
療
科
　
高
澤
奈
緒
美
】

三
春
病
院 

家
庭
医
療
科
だ
よ
り

★ 家庭医療科の診療に
　ついては、病院窓口へ
　お尋ねください。

「
医
学
生
時
代
の
患
者
さ
ん
と
の
出
会
い
」

月のコラムニスト今

　現在、三春病院では健康診断（一般健診・企業健診・雇入健診など）を希望される方へ、内科診療日に合わせた
健診受診をご案内しています。今後、充実を図るために２月から予約制導入となりますので、詳しくはお電話など
でご確認ください。

健康診断の予約制導入について

三春町立三春病院
家庭医療科　

医師 高澤奈緒美先生

　今年度三春病院
のモニターの皆様
に、一足早く新・
星総合病院を見学
していただきまし
た。

　郡山市東部地区初の中核病院として、地
域医療の充実に期
待する声が多く聞
かれました。

病院モニター 新・星総合病院見学会（12 月 8 日）

　三春病院の管理運営を行う財団法人星総合病院は、平成 24 年
12 月 3 日付で福島県知事より公益財団法人の認定を受け、12
月 12 日をもちまして「公益財団法人 星総合病院」に名称を変
更いたしました。
　また、かねてより移転新築計画を進めておりました新 ･ 星総
合病院が本年 1 月に開院し、郡山市内東部地区初の中核病院と
して新たなスタートをきることとなりました。
　今後はこれまで以上に地域の皆様に愛され信頼される病院運
営に努め、地域医療の益々の充実と発展に貢献して参る所存ですので、よろしくお願いいたします。
 ◆ 新住所 郡山市向河原町 159 番 1 号　新電話番号 024-983-5511（代）

法人名の名称変更と星総合病院移転のご案内

クリスマスボランティアコンサート昔なつかしメドレー（12月18日）

年越し蕎麦振舞い（12 月 31 日）
　毎年恒例となった大晦日の年越し蕎麦振
舞いを行いました。年越しを病院で迎えら
れる患者さんの付添いご家族の皆様を対象
に、職員が心を込めて作った蕎麦を召し上
がって頂き好評でした。

年越し蕎麦を召し上がる付き添いご家族

新病院を見学するもモニターの皆様

県内初導入のハイブリッド手術室
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ボランティアグループ「嬉遊」

１月に開院した新星総合病院



 

沢
石
中
学
校

　

防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
受
賞

 

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
選
挙
に
行
こ
う

　
　
　
　

成
人
式
で
模
擬
投
票

無
病
息
災
・
五
穀
豊
穣
を
願
い

　
　

西
方
水
か
け
ま
つ
り
開
催

皆さんからの情報を

お待ちしています。

総務課企画情報グループ

（☎62-8125）まで

ご連絡ください。

万歳三唱で水かけまつりをしめくくりました

　

１
月
１
日
、
塩
竈
神
社
近
く
の
水
田
で
「
西
方
水
か
け
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
西
方
地
区
の
７
名
の
若
連
会
員
が
、
西
方
公
民
館
で
酒
を
酌
み
交
わ
し
体
を
温

め
た
後
、大
滝
根
川
で
み
そ
ぎ
を
行
い
、塩
竈
神
社
に
参
拝
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、水
を
張
っ

た
水
田
を
駆
け
回
り
な
が
ら
、
バ
ケ
ツ
に
く
ん
だ
冷
た
い
水
や
泥
を
掛
け
合
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
水
か
け
ま
つ
り
を
一
目
見
よ
う
と
、
た
く
さ
ん
の
方
が
訪
れ
、
水
や
泥
が
飛

び
交
う
た
び
、
大
き
な
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

水
か
け
ま
つ
り
は
、
地
区
の
無
病
息
災
、
五
穀
豊
穣
、
子
孫
繁
栄
、
そ
し
て
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
に
願
い
を
込
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

水や泥を掛け合う若者たち

　

１
月
13
日
、
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
で
行

わ
れ
た
平
成
25
年
三
春
町
成
人
式
に
お
い
て
、

二
十
歳
と
な
り
選
挙
権
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ

た
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
、
選
挙
を
体
験
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
三
春
町
選
挙
管
理
委
員
会
と
三

春
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
共
催
に
よ
り
、

模
擬
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

模
擬
投
票
は
、
三
春
国
王
選
挙
と
題
し
て
行

わ
れ
、
投
票
を
行
っ
た
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、

初
め
て
の
選
挙
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
投
票
用

紙
に
候
補
者
名
を
記
載
し
、
投
票
箱
に
投
函
し

て
い
ま
し
た
。

　

選
挙
権
は
、
成
人
の
皆
さ
ん
の
大
切
な
権
利

で
す
。
棄
権
し
な
い
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

模擬投票を体験する新成人

　

沢
石
中
学
校
は
、
中
学
生
と
消
防
団
と
の
関

わ
り
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
絆
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
第
17
回
防
災
ま
ち
づ
く
り
大

賞「
日
本
防
火
・
危
機
管
理
促
進
協
会
理
事
長
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
自
主
防
災
組

織
な
ど
に
お
け
る
防
災
に
関
す
る
優
れ
た
取
組

な
ど
に
対
し
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

沢
石
中
学
校
で
は
、
今
年
の
３
月
に
閉
校
す

る
こ
と
を
受
け
、
沢
石
分
団
と
協
力
し
て
消
防

セ
ン
タ
ー
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
画
を
作
製
し
た
り
、

防
火
パ
レ
ー
ド
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
沢
石
中

学
校
閉
校
後
も
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り

中
学
生
と
地
域
と
の
絆
づ
く
り
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

表
彰
式
は
、
１
月
23
日
に
総
務
省
で
行
わ
れ
、
沢
石
中
学
校
か
ら
小
泉
俊
夫
校
長
先
生
と
、

生
徒
を
代
表
し
て
渡
辺
崚
君
（
２
年
）、
佐
久
間
有
沙
さ
ん
（
２
年
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

表彰式に出席した町職員、佐久間有沙さん、渡辺崚君、小泉俊夫校長先生

14



 

凧
作
り
教
室

  

み
ん
な
で
凧
揚
げ
を
楽
し
む

　

１
月
５
日
、
三
春
の
里
田
園
生
活
館
で
、

凧
作
り
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
教
室
に
は
、
幼
児
か
ら
小
学
生
、

保
護
者
あ
わ
せ
て
約
30
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
講
師
や
生
涯
学

習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
凧
に
今
年
の
干
支
の
絵

な
ど
を
描
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
凧
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

お
昼
に
は
、
だ
ん
ご
汁
を
食
べ
て
、
各

自
凧
揚
げ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

凧作り教室に参加した皆さん

15

新
春
の
福
を
求
め
て 

三
春
だ
る
ま
市
開
催

三
春
交
流
館
で
は
初
代
栃
東 

志
賀
駿
男
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
開
催 

　

１
月
20
日
、
大
町
の
お
ま
つ
り
道
路
に
お
い
て
、

三
春
だ
る
ま
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
だ
る
ま
や
福
ま
さ
る
、

干
支
の
張
子
な
ど
新
春
の
福
を
買
い
求
め
る
多
く

の
人
で
、
朝
か
ら
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
三

春
町
明
る
い
祭
礼
推
進
委
員
会
長
で
あ
る
町
長
を

は
じ
め
、
観
光
協
会
副
協
会
長
、
デ
コ
屋
敷
の
皆

さ
ん
の
立
会
の
も
と
「
今
年
の
希
望
の
一
文
字
」

の
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
一
文
字
は
、

復
興
の
要
と
な
る
「
地
」。
文
字
は
、
昨
年
末
に
福

聚
寺
住
職
の
玄
侑
宗
久
さ
ん
に
よ
り
、
文
字
入
れ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
町
太
鼓
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
三

春
太
鼓
や
、
デ
コ
屋
敷
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ひ
ょ
っ
と
こ
祝
踊
り
な
ど
も
披
露
さ
れ
、
ユ
ニ
ー

ク
な
動
き
に
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
で
は
、
三
春
町
町
民
大
学
運
営
協
議
会
主
催
に
よ
る
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、「
わ
が
相
撲
人
生
」
と
題
し
、

講
師
の
初
代
栃
東
志
賀
駿
男
さ
ん
が
相
撲
の

歴
史
を
は
じ
め
、
１
月
19
日
に
亡
く
な
っ
た

昭
和
の
大
横
綱
・
大
鵬
さ
ん
と
の
取
組
や
修

業
時
代
の
苦
労
話
、
平
幕
で
初
優
勝
を
果
た

し
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

講
演
終
了
後
に
は
、
初
代
栃
東
の
サ
イ
ン

色
紙
が
10
名
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
受

け
取
っ
た
方
々
は
、
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
講
演
会
に
先
立
ち
、
だ
る
ま
市
会

場
で
は
、
講
師
の
志
賀
駿
男
さ
ん
に
よ
る
も

ち
つ
き
も
行
わ
れ
、
よ
り
一
層
の
賑
わ
い
を

み
せ
て
い
ま
し
た
。

希望の一文字のお披露目

福を買い求めるようす

三春太鼓とひょっとこ祝踊り志賀駿男さんによるもちつき講演する志賀駿男さん



主な施設の休館日

延長業務

▶ 図書館（☎ 62-3375）
　2 月 4・6・11・18・25 日
▶ 体育施設（☎ 62-6212）
　2 月 4・12・18・25 日
▶ ステーション（☎ 61-1546）
　休まず営業しています
▶ 歴史民俗資料館・人形館
　（☎ 62-5263）
　2 月 4・12・18・25 日
▶ 三春交流館（☎ 62-3837）
　2 月 4・18・25 日
▶ 中央児童館（☎ 62-8666）
　日曜日、祝日
▶ 子育てサロン（☎ 62-2748）
　（第 2 保育所内）
　2 月 1・8・18 日
　土・日曜日、祝日
▶ 役場・保健センター
　土・日曜日、祝日

▶ 役場１階窓口
 　【毎週水曜日】
 　2 月 6・13・20・27 日
　 午後７時まで
 　【毎週日曜日】
 　2 月 3・10・17・24 日
　 午前８時 30 分〜 12 時
※ 取扱業務の内容は、お問い
　合わせください。
▶ 清掃センター
 　【土・日の持込みゴミの日】
 　2 月 16 日（土）・17 日（日）
　 午前 9 時〜午後 4 時

久保木脩一朗 津軽三味線

津軽三味線「脩一朗&大地」
　津軽三味線奏者・久保木脩一朗と仲間による三味線 4 丁と笛、尺八、太鼓
による豪華な公演です。代表的な「津軽あいや節」「津軽じょんがら節」ほか、
曲弾き合戦など、たっぷりと堪能していただけます。
◆ 日時　４月 13 日（土）午後４時開演
◆ 入場料　全席指定　一般 3,500 円 ／高校生以下 1,500 円
　　　　　 　　　　　チケット好評発売中！
◆ 問　三春交流館「まほら」 ☎ 62-3837

三春交流館運営協会自主事業
三春交流館「まほら」開館 10 周年記念事業

　東日本大震災により宮城県女川町が甚大な被害を受けたため、昨年度三春
町に会場を移して開催された全国高校選抜柔道錬成大会が、今年も三春町民
体育館で開催されます。
　全国高校柔道界トップの選手が集まる大会で、田村高校柔道部や特別招待
チームとして中国青島チームも出場しますので、ぜひ応援にお越しください。
◆ 日時　２月 10 日（日）午前９時〜午後３時
◆ 場所　三春町民体育館
◆ その他　
　２月９日（土）午後３時から、県内柔道スポーツ少年団（小・中学生）と
大会参加選手との交流練習があります。
　また、自由参加の体力向上トレーニングや体操も予定していますので、興
味のある児童・生徒・保護者の方は、運動着でぜひお越しください。
◆ 問　三春交流館「まほら」 ☎ 62-3837

荻野哲也 和太鼓

第７回女川町長旗争奪復興支援
全国高等学校選抜柔道錬成三春大会開催

昨年大会での開会式のようす  昨年大会での試合のようす
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M-NAVI 交流館 NEWS
◆◆◆ 2 月から 3 月 9 日までのイベント情報 ◆◆◆

20日（水）

９日（土）

８日（金）
９日（土）

３日（日）

リトルコンサート2013

17日（日）

世代間交流を推進するセミナー「世代間交流のよさ」

ピティナピアノステップ

２月
10日（日）

三春アンサンブル支援会第30回コンサート「情熱のアルゼンチンタンゴ」

三春町教育研究発表会 三春おやこ劇場第35回例会「まほうつかいのおとぎばなし」

３月

２月

２月

３月

2月

２月

三春小学校合唱＆合奏部さよならコンサート
３月
16日（金）～
17日（土）
16日（土）
２月

－

13日（水）

２日（土）

フォルクローレ・チャリティーコンサート

国際アート＆デザイン専門学校卒業修了制作展

２月

※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。
　掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願いします。

　冬の天体の観察を行います。
▶ 日　時　２月８日（金）、16 日（土）、22 日（金）
　　　　 　午後７時〜９時
　　　　 　※ 荒天中止（曇天・風雨・雷など）
▶ 場　所　自然観察ステーション天文台
▶ 参加料　大人 200 円／子ども 100 円
▶ 講　師　本多憲光さん、影山博さん
※ 寒くない服装でお越しください。

星を見る会
自然観察ステーションイベント情報自然観察ステーションイベント情報

　備長炭やレモンなどを使って電池を作ります。
▶ 日　時　２月２日（土）
　　　　　 午前 10 時〜 12 時
▶ 場　所　三春交流館「まほら」学習室 C・D
▶ 参加料　100 円

申込・問　自然観察ステーション ☎ 61-1546

電池づくり

　申込・問　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

平成25年度明徳大学入学生募集
　明徳大学（中央高齢者学級）の平成 25 年度入学生（第 42 期生）を募集します。明徳大学は２年間の活動で、
高齢者として現代に沿った生き方を学び、地域における指導者的役割を担える人材となる資質と教養を身につける
ために、様々な学習を行います。参加を希望する方は、ぜひお申し込みください。
▶ 対　　象　年齢 60 歳以上の健康で学習意欲のある方
▶ 学習期間　平成 25 年４月〜平成 27 年３月（２年間）
※ 年間の活動内容はお問い合わせください。
▶ 募集人数　15 名程度
※ 新入学生は 40 名ですが、上記は一般応募人数です。
　なお、募集人員を超えた場合は選考となります。

▶ 申込方法　備え付けの申込用紙に必要事項を記入のう
　 　　　　　え、三春交流館「まほら」へお申し込みく
　 　　　　　ださい。
▶ 申込期限　２月 26 日（火）

17

趣
味
・
教
養
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〈
絵
本
と
わ
ら
べ
唄
・

　
　
　
　
　

お
は
な
し
会
〉

【
絵
本
と
わ
ら
べ
唄
】

▼ 

日
時　
２
月
13
・
27
日
（
水
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

▼ 

対
象　
乳
幼
児
と
保
護
者
、
妊
婦

【
日
曜
お
は
な
し
会
】

▼ 

日
時　
２
月
10
日
（
日
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

▼ 

対
象　
幼
稚
園
児
と
小
学
校
低
学
年

【
木
曜
お
は
な
し
会
】

▼ 

日
時
　
２
月
７
・
14
・
21
・
28
日（
木
）

　

 　
　
　

午
後
３
時
～
３
時
30
分

▼ 

対
象　
小
学
校
低
学
年

▼ 

問　
町
民
図
書
館

　
　
　

 

☎
62-

３
３
７
５

〈
児
童
館
今
月
の
行
事
〉

※ 

場
所
は
い
ず
れ
も
中
央
児
童
館

　

で
す
。

★ 

節
分
・
豆
ま
き

▼ 

日
時　
２
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　

 

放
課
後

●　

●　

●

★ 

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

▼ 

日
時　
２
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～

▼ 

内
容
　
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

　

 　
　
　
「
に
じ
の
き
つ
ね
他
」

▼ 

対
象　
幼
児
・
児
童
・
保
護
者

※ 

幼
児
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い

　

し
ま
す
。

●　

●　

●

★ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

▼ 
日
時　
２
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　

 
午
後
１
時
30
分
～ 

▼ 

内
容
　
館
内
清
掃
を
し
よ
う
！

●　

●　

●

★ 

料
理
ク
ラ
ブ

▼ 

日
時　
２
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
30
分
～

▼ 

メ
ニ
ュ
ー　
ほ
か
ほ
か
シ
チ
ュ
ー

●　

●　

●

★ 

な
わ
と
び
大
会

▼ 

日
時　
２
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　

 

放
課
後

●　

●　

●

〈
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

今
月
の
行
事
〉

★ 

の
び
の
び
の
日

▼ 

日
時　
２
月
６
日
（
水
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
～
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

内
容
　
身
長
体
重
測
定
が
で
き

　

ま
す
。
成
長
を
確
認
し
な
が
ら
、

　

お
子
さ
ん
と
の
時
間
を
も
っ
て

　

み
ま
せ
ん
か
。
母
子
手
帳
を
お

　

持
ち
く
だ
さ
い
。

●　

●　

●

★ 

「
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
」

〜
親
子
で
ホ
ッ
と
で
き
る
時
間
〜

　

お
子
さ
ん
は
遊
び
を
楽
し
み
、

お
母
さ
ん
は
交
流
会
で
ホ
ッ
と
す

る
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。
参
加
費
、

申
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時
　
２
月
８
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と

　

お
母
さ
ん

▼ 

内
容　

▽ 

保
育
士
さ
ん
と
一
緒
に
親
子
遊

　

び
を
楽
し
み
ま
す
。

▽ 

お
母
さ
ん
の
た
め
の
「
元
気

　

が
湧
い
て
く
る
交
流
会
」
を

　

開
き
ま
す
。

▽ 

交
流
会
の
間
、
お
子
さ
ん
は
、

　

遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。

▽ 

「
不
安
だ
」「
イ
ラ
イ
ラ
す
る
」

　
「
落
ち
着
か
な
い
」
な
ど
お
子

　

さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
困
っ
た
こ

　

と
が
あ
れ
ば
個
別
相
談
も
で
き

★ 

お
り
が
み
ク
ラ
ブ

▼ 

日
時　
２
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
30
分
～

▼ 

タ
イ
ト
ル　
あ
つ
ま
れ
！
ど
う
ぶ
つ

●　

●　

●

★ 

ひ
な
ま
つ
り
製
作

▼ 

日
時　
２
月
18
日
（
月
）

　
　
　
　

～
20
日
（
水
）

　
　
　
　

 

放
課
後

▼ 

参
加
費
　
３
０
０
円

※ 

申
込
み
の
際
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
期
限
　
２
月
12
日
（
火
）

●　

●　

●

★ 

理
科
ク
ラ
ブ

▼ 

日
時　
２
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
～

▼ 

内
容　
静
電
気
モ
ー
タ
ー

▼ 

対
象　
小
・
中
学
生
と
保
護
者

▼ 

申
込
期
限　
２
月
13
日
（
水
）

▼ 

指
導
者　
吉
川
久
三
さ
ん
、
堀

越
正
文
さ
ん
な
ど
、
教
育
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

▼ 

申
込
・
問　
中
央
児
童
館

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

８
６
６
６

〈
読
み
聞
か
せ
講
習
会
開
催
〉

　

子
ど
も
に
本
の
読
み
聞
か
せ
、

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ

て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
や
っ
て
み

た
い
と
い
う
方
を
対
象
に
、
読
み

聞
か
せ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

本
の
選
び
方
や
読
み
方
に
役
に
立

つ
講
座
で
す
。

▼ 

日
時　
２
月
５
日
（
火
）

　

 　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館「
ま
ほ
ら
」

　

 　
　
　

２
階
和
室

▼ 

対
象　

▽ 

学
校
や
図
書
館
な
ど
で
読
み
聞

　

か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い

　

る
方

▽ 

子
ど
も
と
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　

に
興
味
の
あ
る
方

〈
町
民
図
書
館
に
「
よ
い
絵

本
」
コ
ー
ナ
ー
設
置
〉

　

町
民
図
書
館
で
は
、
全
国
学
校

図
書
館
協
議
会
が
毎
年
選
定
し
て

い
る
、「
よ
い
絵
本
」
リ
ス
ト
の
う

ち
、
所
蔵
し
て
い
る
約
２
２
０
冊

を
集
め
、
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
ま
し

た
。
背
ラ
ベ
ル
の
下
の
青
い
シ
ー

ル
が
目
印
で
す
。

　
「
よ
い
絵
本
」
に
は
、
新
し
い

絵
本
の
ほ
か
、
長
い
間
親
し
ま
れ

て
き
た
絵
本
、
作
家
・
画
家
・
訳

者
の
代
表
的
な
作
品
、
創
作
絵
本
・

昔
話
・
知
識
の
絵
本
な
ど
が
選
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
絵
本
を
読
ん
だ
ら
い
い

か
、
読
ま
せ
た
ら
い
い
か
お
悩
み

の
方
や
、
絵
本
の
世
界
に
触
れ
て

み
た
い
と
い
う
方
は
、
こ
こ
か
ら

選
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問　
町
民
図
書
館

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

３
３
７
５

▼ 

講
師　
福
島
県
立
図
書
館　

　
　

専
門
司
書 

大
﨑
眞
希
子
さ
ん

▼ 

申
込
・
問　
町
民
図
書
館

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

３
３
７
５

「よい絵本」コーナー

〈
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
〉

　

中
央
児
童
館
で
は
、
毎
月
第
４

土
曜
日
に
行
っ
て
い
る
理
科
ク
ラ

ブ
の
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼ 

募
集
人
員　
複
数
名
程
度

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
内
容　
理
科
ク

ラ
ブ
内
容
相
談
、
児
童
指
導
な
ど

▼ 
募
集
締
切
　
３
月
15
日
（
金
）

▼ 
申
込
・
問　
中
央
児
童
館

　
　
　
　
　
　

 
☎
62-

８
６
６
６
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ま
す
。

▼ 
ス
タ
ッ
フ　

　

臨
床
心
理
士
、
保
育
士
、
保
健

師
な
ど

　

福
島
県
臨
床
心
理
士
会
、
福
島

県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所
の
協
力

に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

●　

●　

●

★ 

お
は
な
し
「
あ
の
ね
」
の
日

▼ 

日
時　
２
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
45
分
～
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

内
容
　
支
援
セ
ン
タ
ー
保
育
士

　

と
一
緒
に
手
遊
び
や
お
話
を
楽

　

し
む
時
間
で
す
。
０
か
ら
２
歳

　

児
が
楽
し
め
る
内
容
で
す
。
ぜ

　

ひ
お
話
を
聞
き
に
き
て
ね
！

●　

●　

●

★ 

遊
び
の
広
場

▼ 

日
時　
２
月
18
日
（
月
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　
既
に
登
録
済
の
親
子
20
組

●　

●　

●

★ 

お
誕
生
日
の
つ
ど
い
（
要
予
約
）

▼ 

日
時　
２
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　
就
学
前
の
２
月
生
ま
れ

　

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
６
組

▼ 

内
容
　
身
長
体
重
測
定
や
手
形

　

を
押
し
て
自
分
だ
け
の
誕
生
カ
ー

　

ド
を
作
り
、
大
き
な
ケ
ー
キ
を
囲

　

ん
で
お
祝
い
を
し
ま
す
。
２
月
生

　

ま
れ
の
お
友
だ
ち
集
ま
っ
て
ね
！

▼ 

申
込
期
限　
２
月
15
日
（
金
）

新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

何
者（
朝
井
リ
ョ
ウ
）／
光
秀
曜
変（
岩

井
三
四
二
）
／
帝
都
を
復
興
せ
よ
（
江

上
剛
）
／
こ
と
り
（
小
川
洋
子
）
／

眩
談
（
京
極
夏
彦
）
／
蒼
翼
の
獅
子

た
ち
（
志
茂
田
景
樹
）
／
絶
対
服
従

者
（
ワ
ー
カ
ー
）（
関
俊
介
）
／
お
し

か
く
さ
ま
（
谷
川
直
子
）
／
盗
人
（
田

牧
大
和
）
／
父
の
ひ
と
粒
、
太
陽
の

ギ
フ
ト
（
大
門
剛
明
）
／
ウ
エ
ス
ト

ウ
イ
ン
グ
（
津
村
記
久
子
）
／
歓
喜

の
仔 

上･

下（
天
童
荒
太
）／
ス
タ
ー

ト
！
（
中
山
七
里
）
／
無
名
の
虎
（
仁

志
耕
一
郎
）
／
鬼
に
喰
わ
れ
た
女
（
坂

東
眞
砂
子
）
／
維
新
銃
姫
伝
（
藤
本
ひ

と
み
）
／
舗
装
道
路
の
消
え
た
世
界

（
古
川
日
出
男
・
黒
田
潔
）
／
希
望
の

獅
子
（
本
城
雅
人
）
／
カ
ジ
ュ
ア
ル
・

ベ
イ
カ
ン
シ
ー 

Ⅰ・Ⅱ
（
Ｊ・Ｋ・ロ
ー

リ
ン
グ
）
／
ア
ン
デ
ス
の
リ
ト
ゥ
ー

マ
（
マ
リ
オ
・
バ
ル
ガ
ス
＝
リ
ョ
サ
）

今月の お すす め 本
死
に
カ
タ
ロ
グ
／
レ
ン
ズ
が
撮
ら
え

た
Ｆ
・
ベ
ア
ト
の
幕
末
／
一
四
一
七

年
、
そ
の
一
冊
が
す
べ
て
を
変
え
た

※ 新着コーナーには、２月 7 日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375

目
で
見
る
生
命
／
み
ん
な
に
知
ら
せ
る

／
仮
名
手
本　

忠
臣
蔵
／
ラ
イ
ジ
ン

グ
父
サ
ン
／
か
い
じ
ゅ
う
の
さ
が
し

も
の
／
マ
マ
は
大
統
領
／
ヘ
リ
オ
ッ
ト

先
生
と
動
物
た
ち
の
８
つ
の
物
語
／
お

そ
う
じ
を
お
ぼ
え
た
が
ら
な
い
リ
ス
の

ゲ
ル
ラ
ン
ゲ
／
ゆ
き
の
よ
あ
け
／
パ
ン

が
い
っ
ぱ
い
／
ち
が
う
ね
ん
／
さ
か
さ

ん
ぼ
の
日
／
は
ん
な
ち
ゃ
ん
が
め
を

さ
ま
し
た
ら
／
か
ぜ
の
か
み
と
こ
ど

も
／
み
て
、
ほ
ん
だ
よ
！
／
お
か
あ

さ
ん
だ
も
の
／
水
は
、
／
き
か
ん
し
ゃ

が
と
お
る
よ
／G

O
O

D

　

N
IG

H
T

，

G
O

R
ILLA

／O
P

P
O

SN
A

K
ES

／
こ
の
社
会
で
戦
う
君
に
「
知
の
世

界
地
図
」
を
あ
げ
よ
う
／
Ｑ
＆
Ａ
政

治
の
し
く
み
50
／
消
滅
し
た
国
々
／

東
電
Ｏ
Ｌ
事
件
／
年
金
生
活
者･

定

年
退
職
者
の
た
め
の
確
定
申
告
／
僕

た
ち
の
前
途
／
知
れ
ば
恐
ろ
し
い
日

本
人
の
風
習
／
進
化 

生
命
の
た
ど
る

道
／
脳
梗
塞
の
防
ぎ
方･

治
し
方
／

図
説
世
界
の
「
最
悪
」
発
明
大
全
／

ぼ
く
ら
の
近
代
建
築
デ
ラ
ッ
ク
ス
！

／
死
の
淵
を
見
た
男
／
つ
く
っ
て
あ

げ
た
い
シ
ニ
ア
の
「
置
き
弁
」
／
団

塊
世
代
の
孫
育
て
の
ス
ス
メ
／
ヘ
ン

な
日
本
美
術
史
／
オ
ー
ル
タ
イ
ム
・

ベ
ス
ト
映
画
遺
産
２
０
０

〈
献
血
車
が
や
っ
て
き
ま
す
〉

　

今
月
は
次
の
と
お
り
献
血
車
が

町
内
を
巡
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

日
時　
２
月
28
日
（
木
）

▼ 

時
間
／
場
所

▽ 

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

　

 

溝
端
紙
工
印
刷
（
株
）
東
日
本

　

工
場

▽ 

午
後
０
時
～
２
時
30
分

　

 （
株
）
イ
ワ
キ
三
春
工
場

▽ 

午
後
３
時
～
５
時

　

 （
株
）
互
省
製
作
所
三
春
工
場

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

〈
２
月
８
日
（
金
）・
22
日
（
金
）

は
保
健
セ
ン
タ
ー
開
放
日
〉

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
30
分

ま
で
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
ホ
ー
ル

を
開
放
し
ま
す
。

【
子
育
て
サ
ロ
ン
】

▼ 

日
時　
２
月
22
日
（
金
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

▼ 

場
所　
１
階
ホ
ー
ル

【
食
改
さ
ん
の
お
や
つ
や
さ
ん
】

▼ 

日
時　
２
月
22
日
（
金
）

　

 　
　
　

午
前
11
時
～

▼ 

場
所　
２
階
料
理
講
習
室

▼ 

料
金　
一
家
族
１
０
０
円

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

５
１
１
０

★ 

臨
床
心
理
士
に
よ
る
個
別
相
談

▼ 

日
時　
２
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
30
分
～
11
時

▼ 

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

相
談
担
当　

　

横
山
美
香 

臨
床
心
理
士

▼ 

内
容　
お
子
さ
ん
、
お
母
さ
ん

　

に
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
個
別

　

相
談
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

　

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 　
　
　
　
　
　

☎
62-

２
７
４
８

子
ど
も
・
親
子

健　

康

読
み
物
・
文
芸

実
　
用
　
書

児
　
童
　
書

〈
第
２
保
育
所
の
土
曜
日
を

一
般
開
放
し
ま
す
〉

　

寒
い
冬
は
ど
う
し
て
も
運
動
不

足
に
な
り
が
ち
で
す
。
親
子
で
体

を
動
か
し
た
り
、
い
っ
し
ょ
に
遊

ん
だ
り
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
同

士
の
交
流
な
ど
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者
を
対
象
に
、
第
２
保
育
所
の

一
部
を
一
般
開
放
い
た
し
ま
す
。

▼ 

開
放
日

　

２
月
２
日
・
16
日
（
土
）

　

３
月
２
日
・
９
日
（
土
）

▼ 

時
間　
午
前
９
時
～
11
時
30
分

▼ 

用
意
す
る
も
の
　
飲
み
物
・
上
履
き

※ 

２
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
場
合

　

は
、
上
履
き
は
用
意
し
て
い
た

　

だ
か
な
く
て
も
結
構
で
す
。

▼ 

問　
第
２
保
育
所

　
　
　

 

☎
62-

２
７
４
８

　
　
　

 

教
育
課 

幼
児
教
育
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
１
９

町民図書館には、大町にある
本館のほかに、中妻・中郷・
岩江・御木沢・沢石と 5 つの
分室があります。写真の本の
他、少しずつ新しい本を配置
していますので、お近くの分
室もぜひご利用ください。

分室に新しい本が入り
ました



〈
乳
幼
児
健
康
診
査
〉

　

前
回
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
、

相
談
し
た
い
方
も
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

乳
幼
児
健
康
診
査
日
程

３〜
４か月児

１歳
６か月児

９〜
10か月児
９〜
10か月児

3歳児

区　分 対　象日時・場所 持ってくるもの

母子手帳・問診票・
バスタオル

母子手帳・問診票・
保険証・バスタオル・
歯ブラシ

３〜
４か月児

2月19日（火）
13時集合
保健センター

2月27日（水）
９時集合
町立三春病院

平成24年
10月11日～
11月10日生まれ

平成24年
3月21日～
4月20日生まれ

2月20日（水）
13時～13時30分受付
保健センター

平成22年
10月8日～
11月10日生まれ

３〜
４か月児

3歳児

母子手帳・問診票・
歯ブラシ・タオル・
コップ・尿

〈
所
得
税
の
確
定
申
告
は
南
東
北

総
合
卸
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
〉

　

平
成
24
年
分
確
定
申
告
期
間
の

申
告
書
作
成
会
場
は
、今
年
も
「
南

東
北
総
合
卸
セ
ン
タ
ー
協
同
組
合

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
」
に
開
設
し
ま

す
。
来
場
さ
れ
る
際
に
は
、
前
年

分
の
申
告
書
な
ど
の
控
え
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

▼ 

開
設
期
間

　

２
月
１
日（
金
）～
３
月
15
日（
金
）

※ 

土
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

▼ 

受
付
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

※ 

税
務
署
内
に
は
、
申
告
書
作
成

会
場
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
自
動
車
の
登
録 

忘
れ
て
は

い
ま
せ
ん
か
？
〉

　

車
を
譲
っ
た
、
車
を
下
取
り
に

出
し
た
、
解
体
し
た
、
長
年
使
っ

て
い
な
い
車
が
敷
地
内
に
あ
る
、

車
検
が
切
れ
て
乗
っ
て
い
な
い
、

引
っ
越
し
を
し
た
な
ど
…
お
心
当

た
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

（
午
前
０
時
）
現
在
で
運
輸
支
局
の

登
録
名
義
人
で
あ
る
所
有
者
（
割

賦
販
売
に
よ
る
購
入
の
場
合
は
使

用
者
）
が
、
５
月
31
日
ま
で
に
納

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

～
自
動
車
税
ト
ラ
ブ
ル
防
止
３
カ
条
～

▽ 

そ
の
１　

　

抹
消
の
手
続
き
は
、
３
月
31
日
ま

で
に
運
輸
支
局
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

自
動
車
を
譲
渡
し
た
り
、
下
取
り

に
出
し
た
り
、
廃
車
し
た
と
き
は
必

ず
運
輸
支
局
で
３
月
31
日
ま
で
に
登

録
し
ま
し
ょ
う
。
３
月
31
日
ま
で
に

登
録
手
続
き
が
終
了
し
な
い
と
、
自

動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

▽ 

そ
の
２

　

転
居
し
た
ら
、
車
検
証
の
住
所

変
更
を
運
輸
支
局
で
登
録
し
ま

し
ょ
う
。

　

住
民
票
を
異
動
し
て
も
車
検
証

の
住
所
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
運
輸

支
局
に
登
録
し
ま
し
ょ
う
。
や
む

を
得
ず
手
続
き
が
で
き
な
い
と
き

〈
平
成
24
年
分
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
に
つ
い
て
〉

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
平
成
24
年

中
に
厚
生
年
金
保
険
、
国
民
年
金
等

の
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由
と

す
る
年
金
を
受
け
取
ら
れ
た
方
に
、

１
年
間
の
年
金
の
支
払
い
額
や
源
泉

徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額
な
ど
を
お
知

ら
せ
す
る
「
平
成
24
年
分
公
的
年
金

等
の
源
泉
徴
収
票
」
を
１
月
中
に
送

付
し
て
い
ま
す
。
源
泉
徴
収
票
は
所

〈
量
水
器
（
水
道
メ
ー
タ
ー
）

を
交
換
し
ま
す
〉

　

計
量
法
に
よ
り
設
置
か
ら
８
年

を
経
過
し
た
量
水
器
（
水
道
メ
ー

タ
ー
）
は
新
品
と
交
換
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
該
当
す
る
量
水
器
は
、
次

の
公
認
業
者
が
、
該
当
す
る
お
宅
を

訪
問
し
、
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
交
換
す
る
の
は
、
メ
ー

タ
ー
の
フ
タ
に
表
示
さ
れ
て
い
る

数
字
の
左
側
が「
17
」の
も
の
で
す
。

　

止
水
栓
が
無
い
場
合
な
ど
、
設
置

の
状
況
に
よ
り
メ
ー
タ
ー
の
交
換
が

で
き
な
か
っ
た
お
宅
に
は
、
後
日
、

担
当
よ
り
ご
連
絡
し
ま
す
。

▼ 

施
工
公
認
業
者

　
（
有
）
橋
本
設
備
・（
有
）
本
田

ポ
ン
プ
店
・（
有
）
柳
沼
設
備
・
吉

村
管
工
所
・
神
設
備
・（
株
）
三

立
設
備
三
春
営
業
所

▼ 

交
換
手
数
料　
無
料

※ 

業
者
が
料
金
を
請
求
す
る
こ
と

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 

問　
企
業
局 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
５
０
０

得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
と
き
に
添

付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ

れ
た
場
合
は
、
再
交
付
が
で
き
ま

す
の
で
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所

や
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
害
年
金
・
遺
族
年
金

は
所
得
税
の
課
税
の
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
た
め
、
源
泉
徴
収
票
は

送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼ 
問　
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

 　
　

☎
０
５
７
０-

０
５-

１
１
６
５

▼ 

問　
郡
山
年
金
事
務
所

　 

　
　
☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

▼ 

問　
郡
山
税
務
署

　
　
　

☎
０
２
４-

９
３
２-

２
０
４
１

は
、
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽ 

そ
の
３

　

納
税
証
明
書
は
車
検
証
と
い
っ

し
ょ
に
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
動
車
の
継
続
検
査
（
車
検
）
を

受
け
る
際
に
は
納
税
証
明
書
が
必
要

で
す
。
自
動
車
税
を
納
め
た
と
き
に

交
付
さ
れ
る
領
収
証
書
に
納
税
証
明

書
が
つ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
サ

イ
ク
ル
券
も
次
回
車
検
時
、
廃
車
時

に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
廃
車
時

ま
で
車
検
証
と
共
に
大
切
に
保
管
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
自
動
車
の
登
録
に
つ
い
て

　

 　
　

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

　

 　
　
☎
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
１
５

　 

　
　
自
動
税
に
つ
い
て

　

 　
　

県
税
部
課
税
第
２
課

　

 　
　

☎
０
２
４-

９
３
５-

１
２
６
１

〈
水
道
管
の
凍
結
防
止
対
策

を
忘
れ
ず
に
〉

　

気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、
蛇

口
や
水
道
管
、
水
道
メ
ー
タ
ー
が

寒
さ
の
た
め
に
凍
り
、
破
裂
や
ひ

び
割
れ
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

漏
水
し
て
し
ま
う
と
、
貴
重
な

水
を
無
駄
に
す
る
ば
か
り
か
、
修

繕
費
用
な
ど
経
済
的
に
も
大
き
な

負
担
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
天
気

予
報
な
ど
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
蛇
口
や
水
道
管
が
凍
ら
な

い
よ
う
寒
さ
か
ら
守
っ
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

　

万
一
、
破
裂
や
ひ
び
割
れ
に
よ
る

漏
水
が
発
生
し
た
場
合
は
、
町
指
定

工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼ 

問　
企
業
局 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
５
０
０

1820



〈
灯
油
な
ど
の
流
出
事
故
防

止
に
つ
い
て
〉

　

例
年
、
貯
油
タ
ン
ク
か
ら
の
移

し
替
え
や
配
管
の
破
損
な
ど
に
よ

る
油
の
河
川
へ
の
流
出
事
故
が
多

数
発
生
し
て
お
り
、
水
質
事
故
の

６
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
油

が
河
川
に
流
出
す
る
と
、
下
流
域

の
水
道
や
農
業
用
水
、
漁
業
な
ど

の
利
水
に
影
響
を
及
ぼ
す
ば
か
り

で
な
く
、
魚
類
な
ど
の
生
息
環
境

の
悪
化
を
招
き
ま
す
。

　

冬
の
季
節
は
特
に
灯
油
な
ど
の

使
用
量
が
増
え
ま
す
の
で
、
各
家

庭
に
お
け
る
灯
油
な
ど
の
適
切
な

取
扱
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

灯
油
な
ど
の
取
扱
い
の
ポ
イ
ン
ト

▽ 

常
日
頃
か
ら
貯
油
タ
ン
ク
に
異

常
は
な
い
か
、
点
検
し
ま
し
ょ

う
。

▽ 

給
油
中
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

使
用
後
は
バ
ル
ブ
や
コ
ッ
ク
を

完
全
に
閉
め
ま
し
ょ
う
。

▽ 

灯
油
な
ど
が
漏
れ
て
い
る
こ
と

に
気
付
い
た
ら
、
火
気
に
十
分

注
意
し
な
が
ら
直
ち
に
布
な
ど

で
回
収
し
、
河
川
に
流
出
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

速
や
か
に
役
場
ま
た
は
消
防
署

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

〈
女
性
一
日
な
ん
で
も
相
談
〉

　

家
庭
内
や
隣
近
所
の
も
め
ご
と
、

い
じ
め
や
虐
待
、借
地
借
家
、登
記
、

税
金
な
ど
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
「
女
性

一
日
な
ん
で
も
相
談
所
」
が
次
の

と
お
り
開
設
さ
れ
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
２
月
３
日
（
日
）

　

 　
　
　

午
前
10
時
30
分 

～

　

 　
　
　

午
後
３
時
30
分

▼ 

場
所　
ビ
ッ
グ
・
ア
イ
７
階

　

郡
山
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
第
２
会

　

議
室
（
郡
山
市
駅
前
）

▼ 

相
談
内
容
　
い
じ
め
・
体
罰
、

　

暴
行
・
虐
待
、
家
庭
内
問
題
（
結

　

婚
、
夫
婦
、
親
子
、
離
婚
、
相
続
、

　

扶
養
な
ど
）、
隣
近
所
の
も
め
ご

　

と
、
借
地
借
家
、
登
記
、
税
金

　

な
ど

▼ 

担
当
者
　
弁
護
士
、
税
理
士
、

　

社
会
保
険
労
務
士
、
人
権
擁
護

　

委
員
、
市
役
所
職
員
、
法
務
局

　

職
員

▼ 

そ
の
他　
予
約
は
必
要
あ
り
ま

　

せ
ん
。
男
性
の
方
か
ら
の
相
談

　

も
受
け
付
け
ま
す
。

▼ 

問　
福
島
地
方
法
務
局
郡
山
支
局

　
　
　

 

☎
０
２
４-

９
６
２-

４
５
０
０

　
　
　

 

住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

広
　
告
　
欄

町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

三
春
幼
稚
園
・
光
の
子
保
育
園
ト
ピ
ッ
ク
ス

○ 

リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室 

　

音
楽
と
知
育
で
子
ど
も
の
心
を
育
て
ま
し
ょ
う
。 

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
２
月
６
日
（
水
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
幼
稚
園
ホ
ー
ル 

▼ 

講
師　
町
田
清
美
先
生 

▼ 

対
象　
就
学
前
の
親
子

▼ 

問　
三
春
幼
稚
園　

☎
62-

２
５
４
８

● 

世
代
間
交
流
を
推
進
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

核
家
族
化
が
進
む
中
で
「
世
代
間
交
流
」
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
２
月
20
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル
」

▼ 

申
込
方
法
　
電
話
な
ど
で
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
期
限
　
２
月
15
日
（
金
）

▼ 

申
込
・
問　
三
春
町
社
会
福
祉
協
議
会
内

　
　
　
　
　
　
　

 

三
春
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局　

担
当 

神
山

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

８
５
８
６

● 
北
方
領
土
の
日

　

毎
年
２
月
７
日
は
、「
北
方
領
土
の
日
」
で
す
。
政
府
は
、
北
方
領
土

問
題
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
全
国
に
返
還
要
求
運
動

の
輪
を
広
げ
る
た
め
、
昭
和
56
年
、
閣
議
で
「
日
魯
通
好
条
約
」
が
結

ば
れ
た
２
月
７
日
を「
北
方
領
土
の
日
」と
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

択
捉
島
、
国
後
島
、
色
丹
島
お
よ
び
歯
舞
群
島
の
北
方
四
島
は
、
歴

史
的
に
み
て
も
、
ま
た
、
国
際
間
の
諸
取
り
決
め
に
照
ら
し
て
も
、
明

ら
か
に
我
が
国
固
有
の
領
土
で
す
。
北
方
四
島
の
一
日
も
早
い
返
還
を

実
現
す
る
た
め
に
、
国
の
外
交
交
渉
を
後
押
し
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問　
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
福
島
県
民
会
議
事
務
局

　
　
　
（
福
島
県
知
事
直
轄
県
民
広
聴
室
内
）

　
　
　

☎ 

０
２
４-

５
２
１-

７
０
１
３

1921
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広
　
告
　
欄

町
以
外
の
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
町
営
住
宅
入
居
者
募
集
〉

　

次
の
町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。

　

家
賃
は
、
町
営
住
宅
入
居
資
格

所
得
基
準
に
よ
る
家
賃
月
額
に
な

り
ま
す
。
敷
金
は
、
家
賃
の
３
か

月
分
で
す
。
家
賃
と
は
別
に
、
駐

車
場
使
用
料
、
共
益
費
、
組
費
な

ど
の
負
担
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼ 

入
居
資
格

① 

単
身
者
で
あ
る
こ
と
。

② 

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

③ 

世
帯
の
所
得
額
が
基
準
内
で
あ

　

る
こ
と
。

・
月
額
所
得
が
15
万
８
千
円
（
た

　

だ
し
、
若
年
の
単
身
者
の
方
で

　

所
得
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
方

　

に
つ
い
て
は
12
万
３
千
円
）
以

　

上
、
48
万
７
千
円
以
下

④ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

　

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２

　

条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

　

員
で
な
い
こ
と
。

▼ 

受
付
期
間　
２
月
４
日
（
月
）

　
　
　
　
　

   

～
２
月
７
日
（
木
）

※ 

期
間
中
に
申
込
み
が
な
か
っ
た
住

　

戸
に
つ
い
て
は
、
次
回
公
募
ま
で

　

随
時
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼ 

申
込
方
法

　

建
設
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
申

込
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の
う

え
、
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る

かいやま団地
（木造2階建・H10年）

団地名／構造・建築年

大字貝山字馬場33番地

所在地

家賃：41,000円

２DK
５戸

募集戸数間取・階数

有
（１台）

駐車場

２階×2戸
１階×3戸

※ 駐車場使用料は１か月 2,000 円です。

▼ 

問　
建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ

　
　
　
（
役
場
３
階
）

　
　
　

 

☎
62-

２
１
１
３

＜特定公共賃貸住宅＞

申
込
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼ 

選
考
方
法

　

先
着
順
に
申
込
受
付
お
よ
び
入

居
資
格
を
審
査
し
、
募
集
戸
数
に

達
し
た
時
点
で
申
込
受
付
を
終
了

し
ま
す
。

▼ 

入
居
予
定
時
期　
３
月

▼ 

募
集
す
る
団
地

● 

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）
募
集
の
ご
案
内

　

次
の
と
お
り
予
備
自
衛
官
補
を
募
集
し
ま
す
。

　

予
備
自
衛
官
未
経
験
者
を
予
備
自
衛
官
補
と
し
て
採
用
し
、
所
用
の
教

育
訓
練
を
経
た
後
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
任
用
し
ま
す
。

▼ 

受
付
期
間　
第
１
回　
１
月
９
日
（
水
）
～
４
月
３
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

 

第
２
回　
７
月
16
日
（
火
）
～
９
月
30
日
（
月
）

▼ 

採
用
予
定
数　
一
般
／
約
１
０
０
名　

技
能
／
約
20
名

※ 

予
定
数
は
、
第
１
回
受
付
と
第
２
回
受
付
の
合
計
で
す
。

▼ 

応
募
資
格
　

▽ 

一
般　
18
歳
以
上
34
歳
未
満
（
自
衛
隊
勤
務
１
年
未
満
の
者
も
含
む
。）

▽ 

技
能　
18
歳
以
上
で
保
有
す
る
資
格
に
応
じ
53
歳
か
ら
55
歳
未
満
（
自

　

衛
隊
勤
務
１
年
未
満
の
者
も
含
む
。）

▼ 

試
験
期
日
　

▽ 

第
１
回　
４
月
12
日
（
金
）
か
ら
15
日
（
月
）
ま
で
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

▽ 

第
２
回　
10
月
12
日
（
土
）
か
ら
15
日
（
火
）
ま
で
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

※ 

第
１
回
で
採
用
予
定
数
に
達
し
た
場
合
、
第
２
回
は
実
施
し
な
い
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部 

郡
山
地
域
事
務
所 

☎
０
２
４-

９
３
２-

１
４
２
４

● 「
エ
コ
チ
ル
調
査
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

近
年
、
子
ど
も
た
ち
の
間
で
は
、
ぜ
ん
そ
く
や
ア
ト
ピ
ー
な
ど
、
生
活

環
境
の
中
に
あ
る
物
質
が
原
因
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
病
気
が
増
え
て

い
ま
す
。
環
境
省
で
は
、
そ
の
原
因
を
明
ら
か
に
し
、
有
効
な
対
策
を
講

じ
る
た
め
平
成
23
年
１
月
よ
り
「
子
ど
も
の
健
康
と
環
境
に
関
す
る
全
国

調
査
（
エ
コ
チ
ル
調
査
）」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

福
島
県
で
は
、
福
島
県
立
医
科
大
学
が
県
内
の
全
市
町
村
を
対
象
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
エ
コ
チ
ル
調
査
は
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

● 

全
国
15
地
域
で
10
万
人
の
妊
婦
の
皆
さ
ん
に
調
査
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

調
査
は
、
妊
娠
初
期
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
が
13
歳
に
な
る
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

● 

子
ど
も
た
ち
と
両
親
に
は
、
血
液
や
尿
の
採
取
、
質
問
票
へ
の
記
入

　

な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

問　
エ
コ
チ
ル
調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

☎
０
１
２
０-

３
２
７-

７
３
５

お
詫
び
と
訂
正

　
「
広
報
み
は
る
１
月
号
」
の
17

ペ
ー
ジ
の
「
ま
ち
の
わ
だ
い
」
の

中
で
、
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
し
て
次
の
と
お
り
訂
正
い

た
し
ま
す
。

「
第
９
回
三
春
町
中
学
生
英
語
弁
論
大
会
」

　

大
会
結
果
２
年
生
の
部 

第
３
位

▼ 

誤　
鈴
木 

琴
奈（
沢
石
中
学
校
）

▼ 

正　
鈴
木 

琴
奈（
要
田
中
学
校
）
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広報紙に写真を掲載してみませんか

◆ 申込・問　総務課 企画情報グループ ☎ 62-8125

　放火または放火の疑いによる火災は、全国の出火原因の
トップを占めており、さらに、冬から春先の深夜から明け
方にかけて、多く発生しています。
　放火を防ぐためには、地域全体として放火されない環境
をつくることが重要です。
◆ 住宅における対策
◇ 建物の周囲に燃えやすいものを放置せず、整理整頓をしましょう。
◇ 新聞紙やチラシ、郵便物などはこまめに取り込みましょう。
◇ 車やバイクのボディーカバーは防炎製品を使用しましょう。
◆ 地域における対策
◇ 夜間にゴミを放置しないなど、ゴミ出しのルールを守りましょう。
◇ 隣近所との連携を深め、不審者に対する警戒心を高めましょう。
◇ 講習会や消防訓練を行い、防火意識を高めましょう。

地域みんなで
　　　　火の用心

◆ 問い合わせ先　田村消防署三春分署 ☎ 62-4049

鹿か

の野 

心こ
は
る陽
ち
ゃ
ん
（
１
歳
３
か
月
）

「
初
心
者
運
転
で
す
。」

〜安全・安心なまちのために〜

広
　
告
　
欄

● 

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す

　

平
成
25
年
３
月
に
新
規
に
大
学
な
ど
を
卒
業
予
定
の
方
、
平
成
22
年

３
月
以
降
に
卒
業
し
て
、
現
在
就
職
活
動
中
の
方
を
対
象
に
、
正
社
員

で
雇
用
す
る
計
画
の
あ
る
県
内
企
業
と
の
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
事

前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

期
日　
３
月
12
日
（
火
）

▼ 

場
所　
ビ
ッ
グ
ア
イ
（
郡
山
市
駅
前
２
丁
目
11
番
１
号
）

▼ 

時
間
／
内
容　
午
後
０
時
～
４
時
／
直
前
相
談

　

 　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
／
合
同
就
職
面
接
会

▼ 

参
加
企
業
　
県
内
の
企
業
約
30
社
が
参
加
予
定

▼ 
問　
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課 

☎
０
２
４-

５
２
９-

５
３
９
６

● 

ふ
く
し
ま
大
卒
等
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

　

平
成
26
年
３
月
に
新
規
に
大
学
な
ど
を
卒
業
予
定
の
方
を
対
象
に
、

県
内
企
業
の
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

期
日　
３
月
４
日
（
月
）

▼ 

場
所　
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
（
郡
山
市
南
２
丁
目
52
番
地
）

▼ 

時
間
／
内
容　
午
前
10
時
30
分
～
12
時
／
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

 　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
／
合
同
企
業
説
明
会

▼ 

参
加
企
業
　
県
内
の
企
業
約
１
５
０
社
が
参
加
予
定

▼ 

問　
郡
山
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク 

☎
０
２
４-

９
２
７-

４
６
３
３

● 最低賃金が改正されています
　福島県が定める最低賃金および産業別
最低賃金（５種類）が改正されています。
　最低賃金は常用・臨時・パート・アル
バイトなどの名称にかかわらず、福島県
内の事業所で働くすべての労働者に適用
されます。

１時間

非鉄金属製造業
電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情
報通信機械器具製造
輸送用機械器具製造業
計量器・測定器・分析機
器・試験機・測量機械器
具・理化学機械器具、時
計・同部品、眼鏡製造業
自動車小売業

最低賃金件名
最低賃金額

効力発生年月日

業
種
別
最
低
賃
金

664円

778円

730円

765円

763円

761円

福島県最低賃金
（下記の５産業を除く全産業） 平成24年10月1日

平成25年1月11日

平成25年1月11日

平成25年1月11日

平成25年1月11日

平成24年12月28日

▶ 問　福島労働局賃金室 ☎ 024-536-4604
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平

成
2

5
年

2
月

１
日

発
行

毎
月

１
日

１
回

発
行

編
集

発
行

／
三

春
町

役
場

総
務

課
企

画
情

報
グ

ル
ー

プ
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0
2

4
7
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1

2
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0
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4
7

-6
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-1
1

1
0

〒
9

6
3

-7
7

9
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福

島
県

田
村

郡
三

春
町

字
大

町
１

-
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e-m
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iharum
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広
報

み
は

る
2013.2
№

999

○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用く
　ださい。
※ 回数券は、バス車内・三春病院・役場窓口で販売してい
　ます。

今月のバス運休日：３・10・11・17・24 日

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

◎ 考えよう　その行動が　正しいか（佐藤百映・岩江中学校 2 年）

カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている頁
数です。施設の休館日は 16 ページに掲載しています。2月の行事カレンダー

※ 

住
民
課
・
税
務
課
窓
口
延
長
日  

毎
週
水
曜
日
（
19
時
ま
で
）、
毎
週
日
曜
日
（
８
時
30
分
〜
12
時
）

節分・豆まき（放課後・中央児童館）

第2保育所土曜日一般開放（9時～11時30分）

電池づくり（10時～12時・三春交流館「まほら」）

ミニシアター（10時～・中央児童館)

ボランティア活動（13時30分～・中央児童館）

井戸水の放射性物質測定検査（～15日　9時～17時・三春町役場）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

読み聞かせ講習会（13時30分～15時30分・三春交流館「まほら」）

のびのびの日（9時～11時・子育て支援センター）

木曜おはなし会（15時～15時30分・町民図書館）

保健センター開放日（9時～15時30分）

親子ふれあい教室（10時～11時30分・保健センター）

星を見る会（19時～21時・自然観察ステーション）

料理クラブ（9時30分～・中央児童館）

第7回女川町長旗争奪復興支援全国高等学校選抜柔道錬成三春大会（9時～15時・町民体育館）

日曜おはなし会（10時30分～11時・町民図書館）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

行政相談（9時30分～12時・シルバー人材センター）

人権相談（10時～15時・三春町役場）

おはなし「あのね」の日(10時45分～11時・子育て支援センター）

確定申告（～3月15日　9時～15時・旧公民館）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

なわとび大会（放課後・中央児童館）

13（水）

14（木）

16（土）

18（月）

19（火）

20（水）

21（木）

22（金）

23（土）

24（日）

26（火）

27（水）

28（木）

三春町教育研究発表会（15時〜・三春交流館「まほら」）

木曜おはなし会（15時～15時30分・町民図書館）

第2保育所土曜日一般開放（9時～11時30分）

おりがみクラブ（9時30分～・中央児童館）

星を見る会（19時～21時・自然観察ステーション）

遊びの広場（10時～11時30分・子育て支援センター）

ひなまつり製作（〜20日　放課後・中央児童館）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

乳幼児健診・3～4か月児（13時集合・保健センター）

乳幼児健診・3歳児（13時～13時30分受付・保健センター）

世代間交流を推進するセミナー（13時30分〜15時30分・三春交流館「まほら」）

臨床心理士個別相談（9時30分～11時・子育て支援センター）

お誕生日のつどい（10時～11時・子育て支援センター）

木曜おはなし会（15時～15時30分・町民図書館）

保健センター開放日/子育てサロン（10時～11時）/食改さんのおやつやさん（11時～）

星を見る会（19時～21時・自然観察ステーション）

理科クラブ（9時～・中央児童館）

三春中学校新校舎町民内覧会（10時～14時50分・三春中学校新校舎）

心配ごと相談（9時～12時・福祉会館）

乳幼児健診・9～10か月児（9時集合・町立三春病院）

絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）

献血車来町（9時30分～17時・町内）

木曜おはなし会（15時～15時30分・町民図書館）

1（金）

2（土）

4（月）

5（火）

6（水）

7（木）

8（金）

9（土）

10（日）

12（火）

13（水）

※平成 24 年度青少年健全育成標語入選作品

【行政相談】2 月 12 日（火）午前 9 時 30 分〜 12 時
　／シルバー人材センター（南町）／行政相談委員

【人権相談】2 月 12 日（火）午前 10 時〜午後 3 時 
　／三春町役場／人権擁護委員

【心配ごと相談】2 月 5・12・19・26 日（火）
　午前 9 時〜 12 時／三春町福祉会館（南町）／
　民生児童委員

【肢体不自由者巡回相談】2 月 21 日（木）
　午後 1 時〜 3 時／郡山市障害者福祉センター／
　医師／要予約／保健センター☎ 62-3166

●●●今月の相談●●●

受診の際には、健康保険証を忘れずにご持参ください。

福島県医師会　http://www.fukushima.med.or.jp
田村医師会　　http://www.tma.or.jp/

2月3日
10日
11日
17日

24日
3月3日

町立三春病院
かとうの内科クリニック
さいとう医院
東部台こどもクリニック
町立三春病院
雷クリニック
大越診療所

三春町
船引町
小野町
船引町
三春町
三春町
大越町

☎62-3131
☎81-1388
☎72-2500
☎81-2580
☎62-3131
☎62-6333
☎79-2121

（日）

（日）

（月）

（日）

（日）

（日）

田村市

田村市

田村市

人口 17,662 人（-3）う
ち男性 8,565 人（-1）・女性 9,097 人（-2）／世帯数 5,495 世

帯（+4）人口・世帯数

2 月 28 日（木）　固定資産税 第 4 期　国民健康保険税 第 8 期　後期高齢者医療保険料 第 7 期　介護保険料 第 8 期納  期  限

※ 平成 22 年 10 月 1 日国勢調査の人口基準・平成 25 年１月１日現在（前月比）

マーク 休 は、町営バス「さくら号」の運休日です。

休

休 休

4 5 6

12 1311

19 2018

25 26 27

3

10

8

14

9

17

15

21

16

24

22 23

1 2

7

28

町営バス運休カレンダー（2月）

日 月 火 水 木 金 土


